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１．開催概要 

 

名 称：北陸新幹線の金沢延伸開業に向けた観光振興シンポジウム 

日 時：平成２５年７月９日（火）13:30～16:15 

場 所：ポルテ金沢６階 金沢市アートホール 

参加者：約 300 名 

 

＜プログラム＞ 

13:30 開 会 

13:30 第一部 

（１）観光行政をめぐる最近の動きと九州新幹線開通に関する観光振興策 

観光庁 総務課長 水嶋 智氏 

（２）取組事例紹介 

新潟県 産業労働観光部 観光局長 田村定文氏 

長野県 観光部長 野池明登氏 

富山県 観光・地域振興局長 日吉敏幸氏 

石川県 観光戦略推進部長 蟹由 尚氏 

東日本旅客鉄道（株）北陸営業センター所長 黒田英朗氏 

西日本旅客鉄道（株）金沢支社 副支社長 山田潤一氏 

 

休憩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

15:00 第二部 パネルディスカッション 

「北陸信越地域の新幹線を活用した観光振興のあり方」 

モデレーター 

跡見学園女子大学 観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 准教授 村上雅巳氏 

コメンテーター 

(株)リクルートライフスタイル じゃらんリサーチセンター センター長 沢登次彦氏 

パネリスト 

観光庁 総務課長 水嶋 智氏 

新潟県 産業労働観光部 観光局長 田村定文氏 

長野県 観光部長 野池明登氏 

富山県 観光・地域振興局長 日吉敏幸氏 

石川県 観光戦略推進部長 蟹由 尚氏 

東日本旅客鉄道（株）北陸営業センター所長 黒田英朗氏 

西日本旅客鉄道（株）金沢支社 副支社長 山田潤一氏 

16:15 閉 会 
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２．議事録 

 

開会挨拶 

北陸信越運輸局長 和迩 健二氏 

 

 皆さん、こんにちは。北陸信越運輸局長の

和迩です。本日は、皆さんお忙しい中ご来場

いただき、大変ありがとうございました。ま

た、皆さま方には、観光行政に対しご理解・

ご協力をいただき、厚く御礼を申し上げま

す。ただ今もありましたけれども、北陸新幹

線金沢開業は、あと 2年を切っています。待

ち遠しく思っておられる方もいると思いま

す。また、開業に向けていろいろな取組を進

めている方からすれば、もう目前という状況

かと思います。駅名も発表されました。ま

た、この冬には試験走行も始まるという状況

です。 

 北陸新幹線の概要について、お配りした資

料に今日の次第がありますけれども、その次

に「北陸新幹線概要」という紙を入れていま

す。ご覧のとおり、多くの方はご存じかもし

れませんが、現在の長野から新潟県の上越市

を通って、富山県を通って、この金沢に至る

という、4県を通るルートであり、現在、金

沢～東京間は鉄道で 4 時間弱かかります

が、約 2時間半になります。移動距離が短く

なるということは流動を本当に促進してい

くと思いますし、いろいろな地域活性化とい

うことにつながります。これは他の地域の新

幹線延伸においても明らかになってきたこ

とです。 

 17 年に着工されてから、関係者の方々は、

地域振興あるいはビジネス展開といったこ

とで、いろいろな取組をされてきたと思って

います。このシンポジウムでは、北陸新幹線

の延伸開業、その効果を最大限に発揮してい

くために、関係者の方々が取り組まれてい

る、例えば、広域観光のルートの造成である

とか、あるいは観光資源に至る二次交通の整

備であるとか、そういったことをあらためて

共有させていただき、さらに連携を深めてい

く、そして地域振興につなげていく。そうい

ったことについて、この今回のテーマには

「北陸地域の観光の活性化に向けて」という

副題がありますけれども、ご議論させていた

だきたいと思っています。 

 この後、北陸新幹線の延伸に関して、観光

庁、それから延伸地域の観光に携わってい

る、観光を担っている各県の皆さん、それか

らＪＲの方々に状況をご説明いただき、その

後、新幹線を活用した観光振興のあり方とい

うテーマでパネルディスカッションをさせ

ていただくと。こういった形で進めていくこ

とを考えています。 

 実は、本日の開催をご案内しましたとこ

ろ、非常に多くの方から参加のご希望があり

ました。大変申し訳なかったのですけれど

も、やむを得ず、参加を遠慮いただいた方々

もいる状況でした。大変申し訳なく思うとと

もに、皆さま方の関心が非常に高いというこ

とをあらためてかみしめているところで

す。本日の開催が、ご出席の皆さま方の取組

の一助となっていくことを、そして連携強

化、地域振興といったところにつながってい

くことを本当に期待をしています。また北陸

信越運輸局としても、皆さまとともに観光振

興、地域振興に取り組んでいきますので、ぜ

ひよろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、皆さま方のご発展を

祈念して、私の開会の挨拶とさせていただき

ます。本日はありがとうございました。 
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第一部 

（１）観光行政をめぐる最近の動きと九州

新幹線開通に関する観光振興策 

観光庁 総務課長 水嶋 智氏 

 

 皆さん、こんにちは。 

（以下スライド併用） 

 

スライド 2  

 今から 10 年前、平成 15 年、日本の当時の

総理大臣が小泉純一郎さんでした。小泉元総

理は倍や半分が大好きで、交通事故で死ぬ人

の数を半分にしよう、世界中から日本に来て

くれる人の数を倍にしようと。当時、世界か

ら日本に年間 500 万人の方が来ていました。

それを 1000 万人にしようということをおっ

しゃったのが平成 15 年です。これがビジッ

ト・ジャパンという国の政策の始まりでした。 

 それから 5 年後、平成 20 年には今度は国

の役所で観光庁というものができました。そ

れからまた 5 年たちました。2 回の政権交代

がありましたが、今の政権も再び観光に大変

力を入れようとしています。6 月には観光立

国推進閣僚会議というところで、アクショ

ン・プログラムというものを取りまとめまし

た。これは政府全体の政策である「日本再興

戦略‐JAPAN is BACK－」の中でもきっちり

位置づけられています。 

 

スライド 3 

 その中で、1000 万人、さらにはその先の

目標である 2000 万人、そういった目標に向

けて、国の政策を着実にやっていこう、①日

本ブランドの作り上げと発信、②ビザ要件の

緩和、③外国人旅行者の受入の改善、④国際

会議等の誘致、そういったことをしっかりや

っていこうではないかということが政策的

にも明確に決められたわけです。 

 

スライド 4 

 観光が持つ経済効果を表にしています。今、

22.4 兆円という経済効果が書かれています

けれども、どうして国がこんなに「観光」「観

光」と言って一生懸命やっているのでしょう

か。 

 大変暑い夏ですね。今から約 34 年たった

2047 年、この国の人口がどのくらいになっ

ているか。ご存じの方もいらっしゃると思う

のですが、2047 年にはこの国の人口は 1 億

人を切ると言われています。1 億人を切ると

いうことは、今、この国の人口は 1 億 2800

万人ですから、この国から、何と花の都東京

が丸二つ分消えてなくなります。それが、こ

れから 34 年間に起きるのです。34 年、随分

遠い未来ではないか、自分はもうそのころど

うなっているか分からないと思っている方

もいらっしゃるかもしれません。この暑い夏。

暑い夏で皆さん、歌で思い出すグループはど

こですか。夏と言えば湘南、湘南といえばサ

ザンオールスターズ。サザンオールスターズ

が「いとしのエリー」という歌を歌ったのを

覚えていますか。覚えている人は手を挙げて

ください。これが今から 34 年前なのです。

この歌は覚えているでしょう。要はそれぐら

いの長さの間に、この国から東京が二つ消え

てなくなるのです。34 年。それぐらいにこ

の国の形というのは急激に変わっていきま

す。しかも、それは地域的な偏在を伴う人口

減少という形で、この国の形が変わっていき

ます。 

 では、どうやってこの国の活力を将来にわ

たって維持していくのか。それはこの国の作

り方を根本的に変えていかなくてはいけま

せん。それはいろいろな人たちが出入りをし

てくれる国、あるいは都会の人が地方へ出か
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けていく国、そうやって経済活動を地方の

隅々にまで行き渡らせるような、地域の活力

を隅々まで行き渡らせるような、そういう国

にこの国を本当に変えていかなくてはいけ

ません。 

 観光立国というのは、一部の業界の方だと

か、一部のお土産物屋だとか、一部の運輸事

業者だとか、観光事業者だけが潤うような、

そういう矮小（わいしょう）化された政策で

は決してありません。この国の元気を次の世

代に引き継いでいくために、恐らく国民の皆

さんが全員一生懸命になってやらなければ

いけないのが観光立国なのだということを

最初に申し上げておきたいと思っています。 

 

スライド 5 

 今、世界から、大体 836 万人の方が 2012

年に来てくださいました。どこの国から来て

いただいているかということなのですが、1

番多いのは韓国の方、2 番目は台湾、3 番目

は中国です。約 4分の 3 がアジアから来てく

ださっています。 

 

スライド 6 

 今、外交的に非常に難しい問題を抱えてい

ます。中国との関係は、皆さんご存じかと思

いますが、尖閣の問題があります。これで中

国から日本に来てくださる人数が今、がくっ

と減っています。当然、あれだけの大きな人

口ですから、日本人は中国の方がこれから日

本にいろいろな恩恵をもたらしてくれるの

ではないかということで非常に期待してい

るのですが、尖閣の問題がありましたので、

中国から日本に来ている方の数は、これを見

てください、赤の棒が下に落ちていますけれ

ども、前年と比べると大体 3割落ちています。

それぐらいに外交関係は悪影響を及ぼして

しまっています。 

 しかし、そんなに悲観することもないかと

も思います。このグラフを見てください。中

国の人は 3割落ちていますが、1月から 5 月

まで、全体の数で言うとおかげさまで過去最

高を記録しています。それはなぜかというと、

中国の落ち込みを他の国々がカバーしてく

れているからです。東南アジアの経済が今非

常に元気になってきています。この右のグラ

フを見ていただければ分かるのですが、タイ

やフィリピンやベトナム、そういったところ

から来てくださっている方が今非常に伸び

ています。このまま頑張れば、いよいよ十年

前に小泉総理が、当時の総理がおっしゃって

いた、1 年間で海外から日本へ来て下さる方

の数が 1000 万人を超える、ということを今

年の年末には実現できるかもしれません。 

 

スライド 7 

 そのためにわれわれ政府は何をやってい

るかというと、ビザの緩和というのをこの 7

月 1日からやっています。例えばタイやマレ

ーシアから来ていただける方は、今まで数次

ビザでした。1回ビザを発行していれば何回

も来られるのですが、ビザは必要でした。し

かし、この 7 月１日からとうとう、タイやマ

レーシアから来ていただかれる方に関して

はビザは要らないということに制度を変え

ました。ベトナム・フィリピンから来てくだ

さる方も、今までは 1回しか駄目な一次ビザ

というものだったのですが、何回でも来られ

るような数次ビザということにしました。非

常に外国の方が日本に来やすくなりました。

実は、お隣の韓国はそういうことを以前から

やっていました。それとようやく肩を並べる

ぐらいに、日本の制度も変わってきました。 

 ここ石川は、実はインバウンドの先進県な

のです。その方もいらっしゃると思いますけ

れども、能登半島などは台湾からチャーター
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便を飛ばして外国のお客さんを受け入れる

ということを既にやってきていらっしゃい

ます。皆さんよくご存じだと思います。そう

いうインバウンドの先進地でもあるこの北

陸に、いよいよ新幹線がやってきます。では、

過去においてどういうケースがあったのか、

少し九州をご参考までに見てみましょう。 

 

スライド 9 

 九州新幹線は、若干変則的な形で対応しま

した。先に対応したのは南九州なのです。新

八代から鹿児島までが先にできました。その

後、熊本県の新八代から博多の方までが開業

して、それで全部、一気通貫でつながりまし

た。全部つながったのが2年前の3月12日。

そうです、あの震災の日の翌日ということで

す。 

 

スライド 10 

 九州の方は随分便利になりました。例えば

新大阪から鹿児島まで電車で、3 時間 44 分

で行けるようになりました。新大阪から熊本

までは 3 時間、博多から鹿児島までは何と 1

時間 17 分で行けるようになったのです。新

幹線ができる前は 4 時間かかっていたとこ

ろが、1 時間 17 分で行けるようになりまし

た。博多と熊本は、今、何と 33 分。33 分で

博多と熊本が結ばれる。今九州はそういう状

況になっています。 

 

スライド 11-12 

 当然、受け入れのためのいろいろな努力を

九州の皆さんにもしていただきました。これ

はアクセスのご紹介です。例えば関西方面か

ら出て、それが九州にお客さまが新幹線で着

く。その九州に着いたお客さまがどのように

九州の各ローカルなエリアまで行っていた

だくかということで、皆さん、鉄道のダイヤ

やネットワークを非常に工夫してください

ました。 

 また鉄道だけではなく、バスのアクセスも

皆さん工夫をしてくださいました。例えば九

州は、残念ながら東からの縦の交通がすごく

弱いのです。日豊本線というのはいわゆる線

型が悪くて、がたがたがたがたしているので

す。西側はこの鹿児島本線の新幹線ができて

屋台骨が通りました。そうすると、例えば宮

崎あたりからバスで新幹線にアクセスして

そのまま福岡まで行く方が早い。こういうア

クセスもできて、九州の中の交通の流動が非

常に良くなったということです。 

 

スライド 13 

 九州の皆さんはいろいろな取組をされま

した。これはＪＲ九州のキャンペーンの例を

引用させていただいていますけれども、例え

ば、少し面白い話だと、新幹線に手を振って

くださいという方々を募集したのです。一般

の方をそういう形で募り、皆さんが手を振っ

てくださっている様子を放送して盛り上げ

たりしました。これは YouTube のビューの回

数が 400 万回を超えたと言われていますけ

れども、地域ぐるみで九州で皆さん新幹線の

開通を盛り上げようとしました。たまたま震

災と重なってしまったものですから、九州は

そういう残念な面があったのですが、こうい

う努力をしてもらったわけです。 

 

スライド 14 

 数字的にはどういう効果があったのかと

いうことです。右側は利用者の数ですが、右

の上の方は熊本と鹿児島中央駅です。ここの

鉄道利用者は 64％増えました。その下に書

いてあるのは、博多と熊本の間ですが、これ

は利用者の数が38％増えたということです。 
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スライド 15 

 鹿児島を例にとってみましょう。鹿児島は

九州の一番南の端ですけれども、左側は開業

後、鹿児島県での延べ宿泊客数がどれぐらい

になったかということをグラフで示してい

ます。数字が少し小さいですが、前年比で、

平均で 19.6％増えています。右の方は、い

わゆる主要観光施設ですが、これは対前年比

で 27.3％増えています。県の方で試算をさ

れた鹿児島県への経済効果は 464 億円だと

いうことです。 

 これはあくまで一つの例にすぎません。北

陸の新幹線に関しては、これから各県の皆さ

んやＪＲの皆さんの取組がご紹介されると

いうことで、議論していただきたいと思って

いますけれども、もう昔のように中央政府、

国が公共事業で地域を活性化するというこ

とはなかなか難しくなってきているのです。

国の予算というのは年間 90 兆円しかないの

です。そのうち 30 兆円は社会保障、年金や

医療に消えてなくなります。20 兆円は地方

公共団体に渡す地方交付税で消えてなくな

ります。次の 20 兆円は国債の償還、過去の

借金の返済で消えていくのです。国が政策的

に使える予算というのは今たった 20 兆円し

かないのです。20 兆円のうち、今公共事業

で全国に配分しているお金はたった 5 兆円

しかないのです。ピークのころは補正予算を

入れて 15 兆円あったのです。公共事業の規

模はそれぐらい今落ちているのです。では、

消費税を上げて公共事業のためにもう一回

使って、地域活性ができるか。消費税を 1％

上げてどのぐらい税収入が増えるかという

と、2.5 兆円なのです。仮に昔の水準に公共

事業を戻そうと思ったら、その財源を消費税

だけで仮に賄おうと思ったら、そのためだけ

に消費税を5％上げるというようなことをし

なくてはなりません。そんなことはなかなか

国民社会に受け入れられません。何が言いた

いかというと、中央政府が税金を集めてそれ

を地方に配分して地方の経済を活性化して

いくということをこの国はもうできないと

いうことです。 

 では、人々の流動性を高めて、定住する人

口に加えて交流する人口を増やし、地域に経

済活動を起こして地域の経済の活性力を上

げていこうと。それが観光立国であり、新幹

線を建設していることの意義だとわれわれ

は思っています。江戸時代、日本の大動脈は

どこでしたか。東名高速ではないです。江戸

時代の日本の物流の大動脈は何でしたか。そ

うです。日本海側は北前船です。当時それが

日本の大動脈で、日本海側はずっと日本の物

流として、文化と交流と、それを全部運んで

いたわけです。それから長い時間がたちまし

た。日本の人の流れは東海道中心の時代があ

りましたが、21 世紀にいよいよ北陸に現代

の北前船が来るのです。それがこの北陸新幹

線です。これを皆さんがどのように地域の活

性化に役立てていくか、今日はこれから関係

者の皆さんのご議論が始まるということで、

私自身も期待しています。ご清聴ありがとう

ございました（拍手）。 
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（２）取組事例紹介 

①新潟県 

産業労働観光部 観光局長 田村定文氏 

 

 新潟県観光局長の田村です。どうぞよろし

くお願いします。まず、最初に、新潟県の取

組ということで、紹介をさせていただきたい

と思います。 

 

スライド 1 

 最初に、「関西もターゲットに」という表

題がありますけれども、北陸新幹線が開業し

ますと、大阪から新潟県までの所要時間は、

従来よりも1時間短縮されて3時間半という

ことになります。これにより、新潟が関西か

らも鉄道の旅行圏内に入ると考えておりま

す。関西で行ったアンケートなどを見ても、

遠いという意識がかなり軽減されるという

ことが分かっています。このため、これまで

主にターゲットとしてきた首都圏に加え、関

西からの誘客にも力を入れていくこととし

ています。 

 

スライド 2 

 平成 27 年の春に北陸新幹線が開業するわ

けですけれども、ちょうどその 1 年前の春、

新潟はデスティネーションキャンペーン

（DC）を迎えます。これまで秋を重点にキャ

ンペーンを行ってきたのですけれども、平成

23 年から春のキャンペーンにも力を入れて

おり、今回の DC は北陸新幹線開業を見据え

た絶好のタイミングで、本県を大きく露出で

きるチャンスであると考えています。 

 北陸新幹線開業、それから、その先の北海

道新幹線開業など、観光の流動が変化をする

中で、一過性の盛り上がりで終わらせること

なく、年々ステップアップしていけるように

意識をして取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

 

スライド 3 

 来年の春に開催する DC について若干、ご

紹介をさせていただきます。テーマは「うま

さぎっしり新潟～彩とりどりの春めぐり～」

です。 

 新潟の春は、一言で春と言っても、残雪、

それから新緑、そして初夏といった変化を同

時期に楽しんでいただけることができる季

節だと思っています。これは非常に広い県土

と多彩な自然環境を持つ新潟ならではのも

のではないかと思っています。本県の強みで

ある「食」を中心としながら、新潟らしさあ

ふれる春の魅力を、「花」「酒」「雪」「匠」と

いったさまざまなコンテンツの受入企画、イ

ベントで多くのお客さまをお迎えすべく準

備を進めているところです。 

 

スライド 4 

 その「食」に関する取組を少し紹介させて

いただきます。新潟と言えば、日本一の米ど

ころということで、皆さまご存じのことと思

いますけれども、この「にいがた朝ごはん」

プロジェクトは、本当においしい朝ご飯をお

客さまに食べてもらいたいという本県の旅

館の若旦那たちの発想からスタートしたも

のです。一昨年の秋から始まった企画ですけ

れども、その土地でとれたコシヒカリをその

土地の水で炊き上げ、その土地に伝わるおか

ずと一緒に味わっていただくというもので、

大変好評をいただいています。年々パワーア

ップをしており、今年の春は 21 の地域、140

軒以上の旅館で展開しています。 

 

スライド 5 

 また米どころ新潟は、日本一の日本酒王国
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でもあります。新潟県内には 92 の酒蔵があ

りますけれども、銘柄のバリエーションの豊

かさ、それから地域ごとの地酒の個性、これ

を楽しむことができます。見学を受け入れて

いるような酒蔵も多いですし、それから新潟

駅・越後湯沢駅には駅中施設でぽんしゅ館と

いうのがあるのですけれども、いろいろな銘

柄を気軽に楽しむことができるということ

で、新潟の地酒のおいしさと奥深さを実感し

ていただけると思っています。 

 また、今年の 3月にスタートした企画「に

いがた地酒の宿」。これは日本一の酒どころ

新潟に泊まっていただくお客さまに、その時

期、その場所でしか出会うことのできない究

極の晩酌。これは料理と地酒のベストマッチ

ングといいますか、ワインでいえばマリアー

ジュということになりますけれども、これを

提供するというもので、県内 23 地域の 65 の

宿が地元の酒蔵とタッグを組んで、それぞれ

の地酒に合う地元の食材を生かしたメニュ

ーを開発して提供しています。 

 以上、DC の取組の一部をご紹介させてい

ただきましたけれども、来年本番までにさら

に磨き上げて、「うまさぎっしり新潟」の春

の魅力をアピールして、誘客につなげたいと

思っています。 

 

スライド 6 

 次に、関西圏への情報発信についてです。

北陸新幹線金沢開業により、関西から新潟県

の糸魚川駅、それから上越・妙高駅間の移動

時間が 4 時間を切ることになります。新潟県

は関西の旅行圏に入ると思っています。また

上越市の直江津港とポートで結ばれている

佐渡は関西でも知名度がありますし、主な旅

行先として期待をされているところです。 

 そこで関西の誘客に当たり、上越地域や佐

渡地域への旅行エージェントの招聘（しょう

へい）や観光セミナーを開催するとともに、

長野県とも連携をして共同観光の PR を行っ

ています。それで相乗効果を図っているとこ

ろです。 

 さらに、今年度からは新潟県の大阪事務所

の職員を増員するなど機能の拡充をして、今

後観光物産展や商談会などのプロモーショ

ン活動に積極的に取り組んでいくことにし

ています。 

 

スライド 7 

 次に北陸新幹線開業を見据えた観光周遊

ルートについてです。本県にはさまざまな観

光素材がありますけれども、それらをつなぐ、

そして二つの新幹線を利用したルートを提

案しています。北陸新幹線が開業しますと、

新潟県内には、北陸新幹線と上越新幹線とい

う二つの新幹線が走ることになります。この

二つの新幹線を利用して県内の観光地を巡

る周遊観光ルートの例として幾つかのルー

トを提案しています。 

 

スライド 8 

 一つは佐渡ならではの歴史と文化に触れ、

トキを育む島内を巡る「トキめき佐渡宝島ル

ート」、そしてもう一つは、新鮮な海の幸が

そろう日本海沿岸を進み、ものづくり、匠の

技に触れる「トキめき日本海ルート」です。 

 

スライド 9 

 また、二つの新幹線に挟まれた地域の周遊

ルートですけれども、この「信州・越後里山

ルート」は里山ならではの風景の美しさと食

文化を満喫できるルートとして提案をして

いるものです。この地域には JR のびゅうば

すが運行されていますけれども、新幹線駅か

ら各地を結ぶ交通アクセスや観光客の流動

を創出する仕組みが必要だと考えています。 
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スライド 10 

 次に新潟からの観光周遊ルートです。これ

は羽越本線を利用して、村上・山形へ向かう

ルート、それから SL ばんえつ物語号が走る

磐越西線を利用した福島県へとつながるル

ートです。 

 

スライド 11 

 次にインバウンドの取組についてですが、

新潟県の外国人延べ宿泊者数は平成 24 年時

点で 9 万 6000 人強と、中国などからの宿泊

数の減少などが影響して、いまだ震災前の水

準に回復していない状況です。ここに示して

いるのは、富山県さん、石川県さんの協力の

もと、昨年から新潟県が韓国向けに提案をし

ているもので、仁川空港から小松空港 in で、

各県の代表的な観光地を周遊し新潟空港out

の観光コースです。これは新幹線開業によっ

て、より魅力的な観光コースになると思って

います。 

 

スライド 12 

 最後に公衆無線 LAN の整備促進について

です。日本を訪れた外国人旅行者の多くが旅

行中困ったこととして、公衆無線 LAN の環境

を挙げています。今年度から、観光案内所、

それから宿泊施設などへの公衆無線 LAN ス

ポットの整備促進のために、その費用の一部

を補助することにしております。 

 以上、簡単ではありますけれども、北陸新

幹線開業に向けた新潟県の取組について紹

介をさせていただきました。どうもありがと

うございました（拍手）。 
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②長野県  

観光部長 野池明登氏 

 

 長野県観光部の野池です。それでは、長野

県の取組のご紹介をさせていただきたいと

思います。 

 

スライド 2 

 今回の新幹線の延伸ですけれども、これま

での直線型の新幹線の延伸と違い、ちょうど、

ぐるっと周回をする、初めての周回軌道の新

幹線ということで、県境を越えた接点がさま

ざまできます。そこにいろいろな可能性が生

まれますので、新幹線延伸の価値を長野県も

創出しているところです。 

 

スライド 3-5 

 長野県にはさまざまな観光素材がありま

すが、その効果は新幹線沿線だけでなく、例

えば北陸方面から岐阜県を経由して上高地、

松本方面にも及ぶ、大変幅広い効果が期待さ

れます。温泉やスノーリゾートは、長野県が

誇る資源ですが、最近では平均寿命が男女と

も日本一ということで、健康長寿という切り

口で、健康に良いライフスタイルや食などを

旅行商品として開発できないかという研究

も進めているところです。 

 

スライド 6 

 食ですけれども、各県さまざまなおいしい

食がありますが、長野県では「おいしい信州

ふーど（風土）」ということで売り出してい

ます。高品質の「プレミアム」、これは牛肉

等があります。また、長野県が開発したブド

ウやリンゴの「オリジナル」品種。それから

伝統野菜、ソバ、おやきなどの「ヘリテイジ」。

職員皆で「おいしい信州ふーど（風土）」の

セールスをしているところです。 

 

スライド 7 

 特に食の中で知っていただきたいものが

二つあります。NAGANO WINE と信州ジビエで

す。長野県はワイン用ブドウの生産量が実は

日本一です。また品質の方も国内外のコンク

ールで多数金賞を頂いております。また鹿肉、

ヨーロッパではジビエというと大変人気の

メニューですけれども、ヘルシーな信州ジビ

エと、ワインのマリアージュということで売

り出しております。「世界が恋する、NAGANO 

WINE」を広く知っていただきたいと思ってお

ります。 

 

スライド 9 

 長野県のブランド戦略は観光ばかりでは

ありません。長野県の価値をもっともっと高

めていこう、もっともっと知っていただこう

ということで、「しあわせ信州」というキャ

ッチフレーズで、今年度からスタートしてい

るところです。長野県でたくさんの「しあわ

せ」を多くの人と分かち合いたいという思い

が込められています。 

 また、なかなか発信が苦手と言われている

信州人ですけれども、「掘り起こそう、足元

の価値。伝えよう、信州から世界へ。」をス

ローガンに、県民運動として展開を始めたと

ころです。 

 

スライド 10 

 取組の重点化方針ということですが、経済

界を中心に「新幹線延伸を活用した経済活性

化協議会」というものを立ち上げて、関係機

関がしっかりと連携をとりながら、オール長

野県で取組を進めているところです。 
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スライド 11 

 六つのプロジェクトがあります。まず一つ

は、「新幹線停車駅観光ハブ化事業」です。

もう一つは、長野県に新駅ができます。飯山

駅です。それを長野県全体で徹底宣伝をして

いこうというプロジェクトです。三つ目は、

これが一番大事なキーワードだと思ってい

ますけれども、「沿線各県の連携による相乗

効果プロジェクト」です。それから四つ目は、

「経済効果を全県波及プロジェクト」です。

新幹線沿線だけではなく、長野県全域に効果

が期待される新幹線の延伸です。新幹線が延

伸した年の春には善光寺の御開帳、またその

翌年には諏訪大社の御柱祭と、長野県の二大

催事が続くわけです。それから、誘客の基礎

をしっかりと支える「おもてなし」。これは

オール信州でしっかりと取り組んでいかな

くてはいけません。また情報発信ですけれど

も、JR長野駅の再整備が行われていますし、

今あらためて注目されている軽井沢の魅力

アップも計画されているところです。 

 

スライド 12-13 

 ただ今お話いたしました新幹線の停車駅

を観光の核にしようというプロジェクトで

す。既存駅の軽井沢、佐久平、上田、長野、

それに飯山新駅を中心にミニ観光圏をつく

ろうという取組です。駅から大体 4km 圏です

と 4 時間、半日充分楽しんでいただけます。

また駅から 10km ないし 20km 圏、8時間楽し

く過ごせると宿泊につながるということで、

新幹線の停車駅ごとにチームを組んで、地域

づくりや観光商品開発に大勢の皆さんが関

わって取り組んでいるところです。 

 

スライド 14 

 また後のシンポジウムの場でも触れるこ

とができればと思っていますが、「立山黒部

アルペンルート」を核とした広域連携、それ

から先ほどの松本・上高地、岐阜県・北陸の

広域観光ルートは、長野県にとっては非常に

大事な核になっていくものです。特に飯山新

駅は、新潟県妙高市にも入っていただき、信

越 9 市町村広域観光連携会議というものを

立ち上げています。写真を見ていただくと、

自然、祭り、文化、スノーリゾート、温泉、

果物、スノーモンキー、いろいろありますけ

れども、年間 1130 万人が訪れる長野県の北

の一大リゾート地です。「信越自然郷」とい

うコンセプトで、これからさらに売り出して

いきたいと思っています。 

 

スライド 15 

 また、インバウンドですが、首都圏、北陸

方面、どちらからも in・out 双方あるわけで

すが、信州松本空港は現在国際定期便がない

ので、富山空港・小松空港を利用したインバ

ウンド、あるいは長野県民のアウトバウンド

で相互誘客というよりも相互送客というく

らいの気持ちで取り組みたいと思っていま

す。 

 

スライド 16 

 また、海と山の違った魅力を組み合わせて

相乗効果を発揮するということで、海の幸×

山の幸、海の宿×山の宿、いろいろな可能性

が広がるのではないかと思っているところ

です。 

 沿線各県とは既に首都圏あるいは関西圏

で連携して取組を進めているところですし、

軽井沢のホテルでは石川・富山の食の祭典も

開催していただき、大好評でした。また長野

県も富山・金沢では、物産展、商談会、観光

PR など、いろいろ計画をさせていただいて

いるところです。 

 キーワードは、県境を越えた沿線地域の相
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乗効果、Win-Win の関係がこの新幹線の可能

性をより高めてくれるのではないかと考え

ているところです。以上です。どうぞよろし

くお願いします（拍手）。 
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③富山県  

観光・地域振興局長 日吉敏幸氏 

 

 富山県の観光・地域振興局長の日吉です。

よろしくお願いします。 

 

スライド 1 

 現在の富山県と三大都市圏との旅行者数

は、鉄道利用では京阪神で 154 万人、東海で

43 万人、約計 200 万人、一方で首都圏側は

鉄道で 121 万人、そして航空機で 78 万人と

いうことで合計 200 万人、ほぼ拮抗する状況

になっています。しかし、新幹線が開業しま

すと東京～富山が 2 時間 7分と、約 1時間短

縮されます。 

 もう一つは、輸送能力も 600 万席から約 3

倍の 1900 万席、これは「あさま」と同じ本

数 27 本が北陸に来るという前提で計算して

いるのですが、これでいくと約 3倍になると

いうことで、首都圏と北陸が直接結びつくこ

とで大きな旅客流動が生まれると考えてい

ます。 

 

スライド 2 

 富山県内には三つの新幹線駅があります。

先日、駅名が公表されたわけですが、県都の

拠点となる富山駅、県西部の拠点となり、ま

た能登や飛騨地域への玄関口となる新高岡

駅、そして、県東部の中心となる黒部宇奈月

温泉駅。これは新幹線の駅名の名称としては

平仮名では一番長いと言われています。新高

岡駅と黒部宇奈月温泉駅は在来線の駅と離

れていますので、それぞれ JR 城端線の新駅

そして富山地方鉄道の新駅が設置されて、二

次交通が整備される予定になっています。 

 

スライド 3 

 観光・交流という観点で、私どもの姿勢と

しては、北陸新幹線を活用した二つの広域観

光ルートを考えています。 

 一つは北陸を周遊する観光ルートです。こ

れは新幹線開業後の平成 27 年 10 月から 12

月に、北陸 3 県でデスティネーションキャン

ペーンが実施されることが決定されていま

す。まず、これをベースにしたいと考えてい

ます。 

 この上で、もう一つは立山黒部アルペンル

ート、あるいは高山を結ぶ北アルプス周遊ル

ートというものを構築していくべきではな

いかと考えています。 

 特に北アルプスの方は新幹線が通り、長野

との結びつきが強まりますので、岐阜・長野

と合わせた広域化が必要になってくるだろ

うと思っています。そういうことで石川県や

長野県、新潟県をはじめ、福井、岐阜といっ

た各県と連携をして誘客を促進したいと思

っています。 

 

スライド 4 

 夏には、本県のキラーコンテンツである立

山黒部を生かしたプロモーションを行って

います。今年初めて JR 東日本の「びゅう」

とタイアップし、旅行商品「立山黒部＆富山」

を造成しました。立山黒部アルペンルートだ

けではなくて、下山後に富山県内を楽しんで

もらえるように提案しようというものです。 

 この他、首都圏を中心に PR を行っていま

す。JR 山手線の車体広告や「じゃらん」の

関東東北版と他への掲載、それから全国規模

の登山用品ショップにタペストリーを掲出

するということも行っています。その中で例

えば、立山は日本で初めて発見された立山氷

河、また日本で一番高い所にあるラムサール

条約登録湿地である弥陀ヶ原や大日平を PR

していきたいと思っています。 



 14

 さらに山ガールガイドによるガイドツア

ーや「立山黒部アルペンフェスティバル」の

開催も考えています。 

 

スライド 5 

 観光客に県内を周遊していただくために

は二次交通の整備が非常に重要であるとい

うことで、今年 3月に世界遺産の五箇山合掌

造り集落の冬のライトアップと富山湾鮨を

楽しむバスツアーを実施したのですが、大変

好評でした。食べ物というのは大変効果があ

ると思っています。 

また、昨年、新湊大橋ができたのですが、

その周辺には海王丸パークや、きっときと市

場という魚市場があります。さらには氷見の

方でひみ番屋街ができ、ゴールデンウイーク

だけで 10 万人入っているような、人が集ま

るポイントになっています。そこで今年は、

ＪＲ富山駅から、新湊・氷見を結ぶバスを走

らせようと考えています。仮称で「ぶりかに

バス」という名前を考えていますが、これを

10 月から運行したいと思っています。 

 このほか、富山地方鉄道のレールが整備さ

れていますので、観光列車の導入を支援した

り、あるいはタクシーにおいても高岡駅で

「駅から観タクン」が開始されたり、そうい

う努力をしているところです。 

 

スライド 6 

 次は海外の話になります。国際観光です。

立山黒部アルペンルートの外国人旅行客に

ついて、その内訳を見ますと、富山－台北便

が通ったということもあり、台湾が大変多い

ということがあります。近年ではタイやイン

ドネシアなどの東南アジアの方々も増えて

きています。今年 4月、5 月の実績で見ます

と、過去最高の人数になっています。個人客

で大変富山駅周辺がにぎわっているわけで

すが、一方で、飲食店のメニューが分からな

い、あるいは観光案内所に大行列ができるな

どの問題も発生しているという状況です。 

 こうした立山黒部アルペンルート等を活

かした観光モデルルートを設定して、近隣県

と連携し、海外でプロモーションを現在行っ

ています。ここに書いたルートについては、

まだ新幹線が開業していないのでちょっと

狭い形になっていますが、新幹線開業を見越

したルートも PR していきたいと思っていま

す。 

 

スライド 7 

 県では 23 年 7 月から富山県ロケーション

オフィスを作って、積極的に映画を誘致して

います。「おおかみこどもの雨と雪」の舞台

のモデルになった民家、花の家は、7月 3日

現在で訪問者が 9000 人と、封切りから 1 年

で約 1万人近くの人が来られています。アニ

メもなかなか効果が高いと思っています。 

 最近では日本で 30 年ぶりとなるインド映

画のロケも行いました。主演の女優さんはハ

ンシカ・モトワニさんというのですが、大変

美人でスタイルも抜群でした。 

 現在、木村大作監督の「春を背負って」と

いう映画も撮影して、来年 6月に封切り予定

です。 

 こうした映画のロケ地誘致により、観光客

の増加を図っていきたいと考えています。 

 

スライド 8 

 最後に、観光からやや離れるかもしれませ

んが、新幹線開業により、ライフスタイルや

ビジネススタイルにパラダイムシフトが生

じるだろうと思っています。具体的に申しま

すと、首都圏で働いて休日は富山といったよ

うなケースも考えられるのだろうというこ

とです。また空き家に都会からクリエイター
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の方が定住されて、地域振興につながるケー

スもあるだろうと考えています。新幹線の開

通により、首都圏からの定住・半定住が進め

ば、その家族・友人などの訪問者が増えるの

ではないかと思っています。こうした効果と

いうのも新幹線効果の一つであろうと思っ

ています。 

 以上です。ありがとうございました（拍手）。 
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④石川県  

観光戦略推進部長 蟹由 尚氏 

 

皆さん、こんにちは。石川県の観光戦略推進

部長の蟹由です。今回のシンポジウムの開催

地として、特に県外からお運びいただきまし

た皆さんに心より歓迎を申し上げたいと思

います。時間に限りがございますので、早速

私どもの取組みを少しご報告させていただ

きたいと思います。 

 

スライド 1 

 石川県では、北陸新幹線の金沢暫定開業は

本県飛躍の千載一遇のチャンスであろうと

捉え、開業効果を県内一円に波及させるため

の官民一体となった取組、特に行動指針とし

てアクションプラン「STEP21」を平成 21 年

3 月に策定をしました。この「STEP21」とい

うのは、資料の方にも書いてありますが、

Shinkansen Two-way Exchange Plan という

ものの頭文字といいましょうか、そこからと

ったもので、新幹線を活用した双方向による

交流人口の拡大計画というふうに捉えてい

るわけです。この「STEP21」では観光誘客の

拡大など三つの基本戦略を達成するために、

おもてなし、食文化、そして歴史・景観を生

かした地域づくりの三つを重点プロジェク

トとして、官民一体となって取り組んでいる

ところです。画面上では、下の方に民間の取

組事例を何例か紹介していますが、これは皆

さま方のお手本にしていただくリーディン

グ事業ということで、県が認定した事業です。

こうした事業がさまざまな形で広がり、多く

の方のお手本となって、県内各地で石川の魅

力がさらにアップすること、そうした活動の

裾野が広がることを私どもも期待している

ところです。 

 

スライド 2 

 そしてこうした民間の取組に加え、県とし

ての観光誘客のために取り組まなければな

らないということで、今年の 3 月に、特に観

光面から開業効果を引き出して、県内全域に

観光客を誘うための取組方針である「新幹線

開業 PR 戦略実行プラン」を策定させていた

だきました。 

 このプランについて、これから少しそのポ

イントをかいつまんでご報告させていただ

きたいと思います。 

 まずこの戦略の目的、目標です。このプラ

ンでは、右の図にあるように温泉に代表され

る石川のおもてなし、そして海・山の幸に恵

まれた食、さらには兼六園や白山などの歴

史・景観、これに加えて、能登や加賀の里山

里海、そして九谷焼・輪島塗といったさまざ

まな伝統工芸。こういった本県のあらゆる観

光魅力を総動員して、首都圏などへ、一つは

効果的な情報発信、そしてもう一つは観光客

をお迎えする受け地での魅力づくりに取り

組もうという計画で、実は首都圏からの入込

客数を 500 万人という大きな目標を掲げて

いるところです。この目標 500 万人ですが、

資料にもありますように新幹線開業で首都

圏から時間距離がこれまで石川県と結んで

いた関西・中京並の 2 時間 30 分に短縮され

ることから、そのエリア人口に対する入込比

率、現状関西では 13％、中京圏では 14％、

首都圏は 5.5％ですが、これを少なくとも関

西・中京並に引き上げることによって、500

万人の入込を達成しようという目標を掲げ

たところです。 

 

スライド 3 

 そして具体的な取組として、まず効果的な

情報発信という切り口ですが、一つには首都
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圏で話題性、あるいはインパクトのあるキャ

ンペーンを打っていきたいと考えています。

そして、それの大きな柱に位置付けているの

が、日本橋・京橋まつりとのタイアップです。

具体的には、皆さんご案内のように江戸の昔

から五街道への旅の出発点とされていまし

た日本橋、特に中山道から北陸道への道はま

さに北陸新幹線のルートに重なっています。

こうした由緒のある日本橋を舞台に毎年 10

月に日本橋・京橋まつりというのが開催され

ています。ぜひこの由緒あるイベントの場で、

開業 100 日前ぐらいになろうと思いますが、

26 年の秋には加賀・能登・金沢の祭りや芸

能、食、そして工芸など、石川の魅力をまる

ごと持ち込んで首都圏の皆さんに、新幹線の

開業と石川の魅力を大いに印象付けたいと

考えています。 

 さらには、新幹線開業の 1年後には北海道

新幹線の函館開業が予定されており、人の流

れが別の方向へ向くということもあります

ので、ぜひ金沢開業効果の持続、そして拡大

のために、27年秋には北陸3県が共同して、

JR6社の皆さんと一緒にデスティネーション

キャンペーンを実施するということも計画

しているところです。 

 

スライド 4 

 さらには、当然ながら、新幹線の沿線地域

との連携も大事なことだと思っています。そ

ういった沿線の皆さんにも石川の魅力を発

信していきたいと考えています。そんな中で

大宮や長野、そういったところで石川の観光

と物産展を開催、さらには新幹線開業により、

これまで 4 時間近くかかっていました長野

県とは 1 時間半ほどで結ばれます。この長野

県との観光誘客の面での連携も大変大事だ

と考えており、既に今年の 4月から若手の職

員を国内観光・国際観光の県の部門に相互派

遣して、実務に携わっていただいているとこ

ろです。こうしたことで、長野県との連携を

深めていきたいと考えています。 

 

スライド 5 

 それから、受け地での魅力づくりです。地

元での魅力づくりとしては、特に開業直後の

時期においては、来県される旅行者の皆さん

に本県の食や物産、祭りなど、石川の魅力を

しっかりお伝えし、県内全域に足を運んでい

ただく。そういった仕掛けづくりといいまし

ょうか、きっかけづくりが重要と考えていま

す。 

 そのために、まず石川の魅力を体感できる

開業イベントとして、開業直後の 4 月、満開

の桜の下で金沢城公園において伝統芸能や

物産を一堂に会した大型イベントを開催し

たいと考えています。また、4月から 5月に

かけては能登、加賀でも、地域の魅力が満喫

できるエリアイベントを開催したいと考え

ています。 

 さらに、地域の観光情報センターの機能も

高めていかなくてはならないと考えていま

す。現在、金沢駅に石川県金沢観光情報セン

ターというものが開設されています。これを

単に金沢だけの観光案内所とするのではな

く、新幹線金沢駅を石川県全体の玄関口と捉

えて駅に降り立たれた観光客の皆さんを県

内一円、さらには今後西へ延伸されます新幹

線をにらみ、加賀方面、その先の福井県へと

いう広域連携も念頭に、観光客の皆さんのニ

ーズにワンステップで応えられる質の高い

サービスが提供できるような機能を観光情

報センターにプラスしていきたい。そんなこ

とも考えています。 

 

スライド 6 

 さらには、県内各地の観光客を誘うための
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取組として、新幹線開業により、当然のこと

ながら、県内滞在時間が拡大します。そして、

今年の春から能登里山海道と名称を変え無

料化した能登有料道路を十分活用し、ぜひ多

くの皆さんに石川の隅々まで訪れていただ

きたい。そのために地元の皆さん、地域の皆

さんと一緒になって新たな観光の魅力の発

掘と磨き上げ、そしてエージェントの皆さん

にはぜひ金沢から能登へ、金沢から加賀へと

いう、各エリアを絡めた広域観光商品を作っ

ていただきたい。そんな働き掛けもこれから

は行っていきたいと考えています。 

 

スライド 7 

 さらに、というか、これは参考までの話で

すが、こうした計画も役所的にいうと財源面

での裏付けがなければ絵に描いた餅です。行

政の基本は、基本的には単年度会計主義とい

うことになっています。毎年度の予算編成過

程を通じて、今ほどプランに定められたよう

な事業を実施するわけですが、開業時が 27

年春ということになりますと、まさに年度を

またいでさまざまな事業がピークを迎える

というようなことも考えられます。こうした

年度をまたぐ事業の実施、あるいは調整とい

うのは、行政はいささか動きづらいというか、

行動しづらい面があります。そこで、このプ

ランにかける事業を財源に担保して、また、

年度の壁を越えて確実に実施するための仕

組みとして、新幹線開業 PR 推進ファンドを

開設することにしました。このファンドによ

る運用益を有効に活用して、事業を確実に実

施したいと考えています。 

 ファンドの規模は 120 億円、5年間の想定

運用益を 6億円です。従来石川県が取り組ん

できた基本的な首都圏 PR の 5 年間分の予算

は 4 億円です。これを超えますと総額 10 億

円余の、プラン実行のための財源のめどが立

ったというところです。これにより、従来ベ

ースに対して 2.5 倍の予算となったわけで

す。なお、このファンドの造成には県が半分

の 60 億円、そして県内市や町の皆さんに 20

億円、さらに残り 40 億円については、ふる

さといしかわ債、いわゆる県債を県民の皆さ

んに購入していただく。こうした形で、県民

や企業の皆さんにもご協力していただこう

という仕組みを考えています。今年の夏から

この県債を販売させていただくことにして

いますが、5 年固定金利一括償還、そして基

準金利は国債をベースに考えていますが、＋

0.23％。0.23％というのは実は新幹線で首都

圏から時間が 2 時間 30 分になると。それを

少しちゃっかり活用させていただいて、＋

0.23％のプレミアムを付け、皆さんと一緒に

なって、首都圏から、あるいは石川県発展の

礎を築いていきたいというようなことを考

えています。プランもでき、そして資金のめ

どもたったということで、後は私ども実行の

みということです。これからそういった方面

に頑張っていきたいと思います。 

 

スライド 8 

 あと、参考ながらと言いましょうか、広域

観光の面で少しだけ付け加えさせていただ

きたいと思います。観光客はことさら県境と

いうものの意識はないと私どもは考えてい

ます。県境を意識するのは、いうならばカー

ナビの音声案内、行政区域という枠組みに縛

られている役人だけだと思います。県境と言

う垣根を越えて、特に歴史的にも文化的にも

つながりの深い隣県あるいは地域が一体と

なってその魅力を発信すれば、相乗効果が大

いに発揮されて大きな魅力的な観光資源が

形成されると考えています。こうした観点か

ら、石川県では当然ながら北陸 3県という枠

組み、さらには白山を中心とした福井・岐阜
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県との連携、さらには新幹線の関西延伸を見

据えた加賀・越前地域の連携ということに取

り組んでいます。 

 さらには、新幹線というとどうしても首都

圏に注目が集まるわけですが、私どもとしま

すと、関西・中京も大事なお客さまと考えて

います。実はこういった共通の問題意識を有

する遠隔の自治体との交流、あるいは連携も

大事だと思っています。具体的にはともに首

都圏、関西・中京から時間距離が同程度に位

置し、例えば兼六園と栗林公園、これは大名

庭園ですが、その他漆工芸では日本を代表す

る輪島塗と香川漆器。こうした共通資源を有

する香川県、もちろん、うどんと加賀料理な

どでは相対する魅力もありますけれども、そ

うした魅力をお互いに際立てて発信すると

いうことで、相互交流のみならず、新幹線開

業で注目が集まる首都圏、さらには関西・中

京から、お互いの共通の市場に打って出よう

という取組を進めており、実は昨年から観光

パートナーシップ協定というのを香川県さ

んと結ばせていただいております。その第一

弾として、昨年の秋には大阪駅の時空の広場

で両県の知事が出席して共同キャンペーン

も実施したところです。今年度はさらに中京、

そして首都圏にもそういったことを打って

出たいと考えています。 

 加えて、今後力を入れるべきはやはり新幹

線開業を見据えてのインバウンド対策だろ

うと思います。個人旅行者が多いとされる欧

米豪などをターゲットに、例えば、首都圏の

空港から入国され、一定期間 JR が乗り放題

となるジャパンレールパスで北陸新幹線の

利用を働き掛け、信越・北陸の旅を楽しんで

いただいて、北陸の空港から出国、または首

都圏へ戻る、あるいは関西まで足を延ばして

いただける。こういったこれまでの東海道ゴ

ールデンルートとは異なる新たなゴールデ

ンルートの形成ということも目指して、信

越・北陸の自治体あるいは観光事業者等が連

携する取組をぜひ立ち上げていきたいと考

えています。 

 以上、大変駆け足なご説明になりましたが、

石川県の取組をご紹介させていただきまし

た。ありがとうございました。（拍手） 
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⑤東日本旅客鉄道（株） 

北陸営業センター所長 黒田英朗氏 

 

 ただ今ご紹介にあずかりました JR 東日本

北陸営業センター所長の黒田です。 

 

スライド 2-3 

 北陸営業センターは、金沢の方はご承知か

と思いますが、この 4 月に開設されました。

この北陸営業センターは、北陸と首都圏の双

方向の流動をつくる、そしてさらには新潟・

長野・岐阜、そしてこの北陸の広域観光ルー

トを整備していく。これらを地元の皆さまと

連携しながら取り組んでいくということの

ために、こちらの北陸の地に開設しました。 

 この地元との連携というのは弊社のグル

ープ経営構想にも「地域に生きる」という表

現の下、書かれています。弊社としては大変

重視しています。 

 

スライド 4 

 観光と地元との連携を非常に弊社が大切

にしていますのは、こちらに弊社東日本のエ

リアが出ていますが、その新幹線というのは

実は需要の中身を見ますと、ビジネスが半分、

観光が半分です。左下にある東海道新幹線が

ビジネス需要が 8 割を占めているのとは異

なり、非常に観光の比重が高いのが特徴とな

っています。ということは何かと言いますと、

民営化してから＊8 回（01:11:21）＊新幹線

の開業を繰り返してきているわけですが、そ

の間、長年沿線人口が必ずしも多いと言えな

い中、地元と連携しながら延伸したところ、

開業したところの地域の魅力を、ここは恵ま

れているのですが、首都圏という非常に大き

な市場に売り込んでいくことを連携してや

ってきたのです。そういう歩みの中で、今の

各 JR 東日本の新幹線の需要が確保されてい

るわけです。 

 

スライド 6 

 では北陸新幹線ができる中で、われわれが

何に取り組んでいこうと思っているか。一番

冒頭の、上のところに書いてあるとおり、持

続可能な観光コンテンツを整備していくと

いうことを行います。今までの話の中でも出

てきていますが、少子高齢化で人口が減って

いきます。厳しい時代の中、やはりシルバー

層だけはこれから人口が 10 年間伸びていき

ますので、ここをがっちりしっかりつかむと。

そして、新幹線が開業しますとやはり気軽に

個人旅行に来られるお客さまが増えます。こ

こも個人旅行による多様なニーズに応えて

いきながら、がっちりつかむと。 

 特に一番右が分かりにくいと思いますが、

開業ブームに対応して、一極集中の緩和です。

一極集中とは何かといいますと、恐らくこの

新幹線の終点が今の時点で金沢ですし、金沢

の知名度はいろいろなアンケート調査から

も出てきているとおり、非常に高い。先ほど

発表にもありましたように、新幹線の輸送力

というのは飛躍的に大きくなります。その中

で、週末やゴールデンウイークなどの需要期

に金沢にお客さまが集中したのでは宿泊施

設が足りなくなってしまいます。それで、あ

まりお客さまの望まない宿泊施設に泊まっ

たりするとあまりいい思いをしないで帰ら

れてしまい、北陸のイメージの低下にまでつ

ながってしまいます。そうするとなかなか 2

回目に来てもらえなくなってしまう。そうい

うところを避けるように広域観光ルートを

整備していくことで、金沢のさらに一歩先の

北陸へ歩んでもらう。ということによって、

もう少し北陸の奥深さを知ってもらい、さら

にはもう一回行ってみようというところに
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つなげていきたい。そういうところが取り組

んでいきたいところです。 

 少し話を変えますと、先日東北の方に出張

に行きました。東北の観光関係の人と名刺交

換をするときに、名刺を差し出すと「北陸で

すか」と。やはり東北の観光関係の方は非常

に敏感に反応されます。要は、東京の大きな

マーケットを東北の観光関係の人たちもタ

ーゲットに取り組んでいます。そこに 2年後

に北陸新幹線ができるということで、この北

陸の魅力ある観光地がライバルになるとい

うことをやはり敏感に感じていて、皆さん対

策を立てています。 

 

スライド 7 

 そういう厳しいライバルがひしめく首都

圏という市場に北陸新幹線が結びつけるわ

けで、そこをどう取ってくるかということに

なってきます。ここの地図を囲んだところに

書いてありますように、北陸の風土は、右に

写真を三つぐらい並べてありますが、非常に

個性豊かです。文化・工芸そのレベルの高さ

もやはりピカイチだと思います。これは誇っ

ていいものだと思います。これをうまく生か

していければ、決して他のライバルに負ける

ことはないと思うのですが、そんな世の中単

純ではありませんし、首都圏のお客さまもそ

んなに優しいわけではありません。要は、こ

の素晴らしい素材をどういう具合に首都圏

のお客さまに売り込んでいくかというとこ

ろが非常に難しいことだと思います。 

 そこで、下に書いてあるとおり、今いろい

ろな自治体と協力しながらモニターツアー

をやるなどしながら、どういった商品がどう

いう具合に売れて、お客さまの反応はどうな

のだという知見を今ためているところです。

モニターツアーをやったりするのは今のう

ちにやっていかなければいけないことです。

新幹線が開業してから悠長にやっていたの

では、せっかくの需要を取り逃してしまいま

す。今のうちにこういった試行錯誤、準備と

いうものをやっておかなければいけません。

もう 2年を切って、1年と 8カ月ぐらいでし

ょうか、このうちにやっておかなくてはなら

ないだと思っています。 

 

スライド 8 

 それで、広域観光ルートに取り組んでいま

すのが、この赤い六つの矢印です。ざっくり

した地図にプロットさせていただいていま

すが、六つの方面に取り組んでいます。時間

がないので簡単に説明しますと、二つに大き

く分かれると思います。縦の広域観光ルート

と、横の広域観光ルート。すごく雑ですけれ

ども、分かりやすく言うと縦の観光ルートの

特徴は、すみません、矢印の方向で長野県か

ら怒られると思いますが、海から山へという

方向になっています。このルートの特徴は、

海辺、山という形で非常にそれぞれの観光地

の特色がはっきりしている、重ならない。と

いうところでルートとしては非常にお客さ

ま受けがいいです。ただ、山間部に入ること

もあり、二次交通の確保にやや難点があると

ころが課題です。それが縦のルートです。 

 横のルートは非常に人口密度が高く、比較

的交通アクセスも恵まれています。ただ、逆

に言うと、海辺の町、海辺の町、海辺の町と

いう形でつながる関係もあり、それぞれの町

といいますか観光地の役割、位置付けを明確

にしておかないと、何か同じような所が次か

ら次へと出てくるというようなルートにな

ってしまう。これが横へのルート展開の課題

かなと。 

 そういうところを意識しながら、どういう

具合にそれぞれの観光地の特色をつけなが

ら広域観光ルートをつくっていかなくては
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いけないのかを、何分にも北陸営業所ができ

てまだ 3 カ月なのでご容赦いただきたいの

ですが、取り組んでいるところです。 

 

スライド 9 

 新幹線開業に向けてどんなイメージで進

めているかというところをお話させていた

だきますと、一番上の四角にありますように、

「大人の休日倶楽部」、これは弊社がシルバ

ー層向けに作っている会員組織で 165 万人

ぐらいの会員数を抱えています。こちらの方

に毎月旅カタログという形で旅行商品のご

案内を送らせていただいています。これは 7

月号ですけれども、大体 80 商品ぐらい載っ

ています。ちなみに、まだ新幹線は開通して

いませんし、この北陸というのは東日本のエ

リアではないのですが、そのうちの 2割が北

陸の商品となっています。 

 こういった形で試行錯誤していきながら、

最終的には個人旅行商品を作っていきたい

と思っています。新幹線開業で需要が増え、

そして開業キャンペーンや北陸デスティネ

ーションキャンペーンという中で、首都圏に

情報を送るチャンスが恵まれている。この中

でしっかりと個人旅行に対応した形に定着

をさせていきたいと考えています。 

 

スライド 10 

 飛ばしてしまいましたが、そうした広域観

光ルートを整備していくことが首都圏の需

要をしっかり取り込むことにもつながり、先

ほどの発表にもあったとおり、この広域ルー

トが将来的にはインバウンドの受け皿にも

なります。東京から新幹線で北陸を回って関

西へ抜けていくということも可能となりま

す。そういった形で、これから 10 年以上た

ってシルバー層の伸びが止まってきた中で

もインバウンドを延ばしていきながら、しっ

かりと観光として地域を支えていきたい。そ

のような取組を皆さまとぜひ一緒にやって

いきたいと思いますので、これからもよろし

くお願いします。ご清聴ありがとうございま

した（拍手）。 
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⑥西日本旅客鉄道（株） 

金沢支社 副支社長 山田潤一氏 

 

 JR 西日本金沢支社副支社長の山田です。

私の方から、若干お時間をいただいています

ので、説明をさせていただきたいと思います。 

 

スライド 2 

 まず、北陸新幹線の金沢開業によります地

域の活性化効果を最大限に高めていくため

には、ここに書いておきました四つの観点・

要素が重要ではないかと考えています。一つ

目は「持続させる」ということ。北陸新幹線

の開業効果を一過性のものとするのではな

く、5 年 10 年と息の長いものにさせていく

ことが大切だという観点です。次に「エリア

を広げる」ということです。どこか特定の場

所に人が集中するというのではなく、北陸と

いう広いエリア全体にその効果を波及させ

ていくという観点です。そして、「裾野を広

げる」ということ。観光業界が一致協力して

取り組むということはもちろんですが、その

他の幅広い業種を巻き込み、相互に連携を図

ることにより、新たな魅力をご提案していけ

るのではないかと認識しています。最後に、

「マーケットを広げる」ということです。首

都圏はもちろんですが、全国津々浦々、そし

て海外からお客さまを呼び込む絶好の機会

であろうかとも思っています。これからこの

四つにつきまして、順にお話をさせていただ

きたいと思います。 

 

スライド 3 

 一つ目、「持続させる」です。新幹線の開

業により、お客さまの数は確実に増えると想

定されるわけですが、それを一過性のものと

することなく、何度でもお越しいただく、リ

ピーターになっていただくということが大

変重要です。そのためには、例えば京都、パ

リ、ロンドンに匹敵するぐらいのブランド力

を北陸の地に付けていくということです。北

陸という地域は、歴史、文化が非常に厚い地

域です。加賀百万石が育みました歴史・文化

があります。またこの地域に根付いた風土や

人、それから温泉文化によるおもてなしの心、

こうした北陸の持つ魅力・良さを生かしなが

ら、コンセプトを明確にした観光素材をご用

意して、お客さまにご提案する。そして実際

に北陸の地を訪れられたお客さまの満足度

を高めるために、全員参加でおもてなしをす

る。こういったことが大切ではなかろうかと

思っています。PR も大変重要ですが、お越

しいただいたお客さまに北陸のファンにな

っていただく。自ら口コミや Facebook など

でご自身の体験や思いを伝えたい。そうお客

さまに思っていただけるような魅力ある地

域にしていかなければならないと考えてい

ます。 

 

スライド 4 

 それから、二つ目の「エリアを広げる」と

いうことです。新幹線が開業しますと、北陸

エリアは首都圏・中京圏・関西圏という三大

都市圏からの時間距離がほぼ同じというこ

とになります。また北陸新幹線はもちろんで

すが、立山黒部アルペンルート、白山スーパ

ー林道、3つ星街道など、さまざまなルート

での招致も可能です。さらには、この北陸は

東西 300km という広いエリアの中にたくさ

んの魅力が隠れています。そのためこれらを

つなぎ、パッケージングしていくという観点

も必要かと思っています。魅力的な観光地を

つなぎ、広域の周遊観光ルートをご用意する

ことにより、この北陸の地が持つ多彩な魅力

を効果的にご体験いただけるのではないか
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と思っています。当社としても、この北陸三

県から新潟へのルート、立山黒部アルペンル

ートでつながる富山から長野へのルート、白

山スーパー林道でつながる石川から岐阜県

へのルートなど、この具体的なルートを設定

して、旅行会社さまなどへの働き掛けを行い、

ぜひ商品化につなげていきたいと思ってい

ます。 

 

スライド 5 

 このスライドは平成 23 年に九州新幹線が

全線開業した際の新たな観光ルートです。九

州新幹線が縦軸のメインルートとなり、これ

に対する横軸のルートとして熊本から阿蘇、

湯布院、別府に通じるルート、それから阿蘇

を通り宮崎県の高千穂に通じるルート、また

海を渡り、雲仙、長崎、ハウステンボスに通

じるルート。こういった新たなルートが形成

され、新たな観光需要、旅行需要が生まれて

きたということです。 

 

スライド 6 

 続いて三つ目、「裾野を広げる」というこ

とです。今日では、来て、見て、食べて、と

いった物見遊山の旅行ではなく、体験したい、

発見したい、自分を高めたいというように、

ニーズがますます多様化しています。こうし

た多様化したニーズにお応えしていくため

には旅館・ホテル・お土産物屋さんといった

直接的な観光事業者の皆さま方だけではな

く、農業・伝統産業など、幅広い業種の方に

ご参加いただき、そして官民挙げて連携して

さまざまな企画を考え、ご提案をしていく必

要があるかと思っています。農業体験では、

石川県の能登に世界農業遺産である能登里

山里海がありますし、酒蔵見学、あるいは特

色ある伝統工芸などを学ぶ、体験する企画も、

魅力ある観光資源と十分になり得ると思っ

ています。新たな提案にどんどんチャレンジ

していく必要があろうかと思います。私ども

も汗をかいてチャレンジしていきたいと考

えています。 

 また、学生さんや子どもさんなども参加し

て、全員参加で推進したいという思いもあり、

まちの美化、とりわけ女性のお客さまに対し

ましてトイレの美化は非常に大切な受け入

れ準備の一つであると思っています。 

 

スライド 7 

 ここまでエリアを磨く重要性についてお

話をさせていただいたわけですが、この北陸

のブランドを確立し定着させていくために

は、エリアを磨き続けることも必要だと思い

ます。新幹線の開業時はもちろんですが、そ

の前後の取組も大変重要です。 

 後ほどご説明しますが、弊社では毎年冬に

「Japanese Beauty Hokuriku」というキャン

ペーンを展開してきました。こうしたキャン

ペーンを活用しながら、新たな観光素材の開

発・展開にトライアルし、その効果を検証し、

そして改良・工夫を行い、エリアを磨き上げ

ることにつなげていくこととしています。そ

して、こうした取組は開業後にも継続的に行

っていくということが大変重要であると思

っています。そうしなければ、ややもすれば

一過性のお祭り騒ぎで終わってしまうので

はないかと、大変危惧しているわけです。 

 

スライド 8 

 この「Japanese Beauty Hokuriku」という

キャンペーンですが、平成 16 年から継続的

に取り組んでいます。北陸三県の皆さま方を

はじめ、JR 東日本さま、JR 東海さまとの連

携により実施しているものです。これまでの

取組では、毎回キャンペーンをめがけて新た

な素材や二次アクセスの準備をして旅行会
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社さまに働き掛け、そして三大都市圏で商品

化していただいています。 

 例えば、富山湾鮨、福井県恐竜博物館の見

どころダイノツアーなどの商品はこうした

中で設定してきたものです。ここに実績のグ

ラフを記載させていただいていますけれど

も、富山ぐるっとグルメぐり、金沢の和菓子

めぐり、東尋坊食べ歩きといった食べ歩きク

ーポンですが、このキャンペーンを通じて改

良を行い、平成 24 年度には期間中合計で

5000 人を超えるお客さまにご利用いただい

ています。冬の北陸は、観光のオフシーズン

といったご認識もあろうかと思いますが、冬

こそおいしい海の幸、雪景色を眺める温泉と

いった冬の魅力を伝えてきています。  

 全国から、海外からのお客さまに、心より

満足いただける素材、おもてなしといったも

のは一朝一夕でできるものではありません。

継続的な努力によって積み上げるものだと

思っています。 

 

スライド 9 

 最後になりましたが、「マーケットを広げ

る」ということについてお話をさせていただ

きます。先ほどからご紹介がありましたよう

に、2015 年秋に北陸デスティネーションキ

ャンペーンの開催が決定しています。全国で

の駅ポスター・車内ポスターの掲示、テレビ

番組での放映、雑誌、Web での掲載などさま

ざまなプロモーションを行っていきます。仮

に今申し上げたようなプロモーション活動

を有料で行うとすれば 、優に 10 億円は超え

る規模になろうかと思います。全国へ向けて

情報発信を行い、首都圏はもちろん北海道か

ら九州まで、全国津々浦々、そして海外から

北陸への誘客に取り組んでいきたいと思っ

ています。 

 

スライド 10 

 新幹線の開業によって、北陸はもちろんで

すが、長野・新潟といった新幹線沿線の県も

大変注目を浴びています。このチャンスを逃

すことなく、地元の皆さま方とともに、魅力

を十分に磨き上げ、PR し、この北陸エリア

の観光振興にぜひつなげていきたいと考え

ています。ご清聴ありがとうございました

（拍手）。 
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第二部 パネルディスカッション  

「北陸信越地域の新幹線を活用した観光振興のあり方」 

＜モデレーター＞ 

跡見学園女子大学 観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 准教授 村上雅巳氏 

＜コメンテーター＞ 

(株)リクルートライフスタイル じゃらんリサーチセンター センター長 沢登次彦氏 

＜パネリスト＞ 

観光庁 総務課長 水嶋 智氏 

新潟県 産業労働観光部 観光局長 田村定文氏 

長野県 観光部長 野池明登氏 

富山県 観光・地域振興局長 日吉敏幸氏 

石川県 観光戦略推進部長 蟹由 尚氏 

東日本旅客鉄道（株）北陸営業センター所長 黒田英朗氏 

西日本旅客鉄道（株）金沢支社 副支社長 山田潤一氏 

 

 

 

村上氏 

 こんにちは。村上です。あらためてよろし

くお願いします。本日は、北陸新幹線の金沢

延伸開業に向けた観光シンポジウムという

ことで、第一部は、観光庁の水嶋課長以下、

各県の局長及び、部長、それから JR 東日本・

西日本のそれぞれの地元の所長、副支社長か

ら、現在の取組状況や現在の取り巻く観光の

状況といったあたりを語っていただきまし

た。私もすぐ前で聞いておりまして、特に、

北陸 4県、長野、新潟を含めて、各県の取組

状況は非常に進んでいると思いました。 

 それから、本日のシンポジウムは、北陸信

越運輸局さんからお話をいただきましたが、

300名の定員があっという間にいっぱいにな

ったということで、地元も北陸新幹線に対す

る期待というか、熱気が非常にあると感じて

おります。この熱気を今日のシンポジウムを

契機として、明日以降、ぜひ首都圏の方に持

っていければと思っていますので、会場の皆

さんもよろしくお願いします。 

 それでは、早速、今日の本題に入りたいと

思います。1時間弱と非常に限られた時間で、

パネリストも人数が多いのでテーマを二つ

に絞らせていただきたいと思います。北陸新

幹線開業に向けた取組状況は一部でありま

したが、やはりこのような地域、特に地方の

観光においては、拠点の駅までは観光客の方

がよく来られますが、そこからの二次交通が

どこでも問題になります。まず一つのテーマ

としては、新駅からの二次交通についてとい

うことにしたいと思います。後半は、どこの

県からもあったように、単県だけで取り組ん

でいると非常に厳しいものがありますので、

広域連携、それから当然、消費者、旅行者の

立場に立っても、広域観光が今求められてい

ます。そのような広域的な観光周遊ルートを

どうつくっていくか。それに伴って、特にイ

ンバウンドの動きは広域観光ですので、イン

バウンドにどうつなげていくか、そのあたり
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を話していただければと思っています。 

 それでは、まず新潟県の田村観光局長から、

新潟県で糸魚川と上越妙高という新しい駅

ができますが、駅から各観光資源へのアクセ

スの検討状況をお話しいただければと思い

ます。 

 

田村氏（新潟県） 

 新潟県の中には、北陸新幹線の駅が新しく

二つできます。今、お話がありましたように、

上越妙高と糸魚川という二つの駅ができま

す。それぞれお話をさせていただきます。 

 上越妙高については、上越市という場所に

あります。周辺の地域を含めて、佐渡市など

も含めた形で広域連携会議をつくっていま

した。その中で二次交通についても、いろい

ろ検討をしています。当然、在来線は並行在

来線という形に変わりますし、特に私どもは

できれば関西方面からお客さんを呼んでき

たいと考えておりますので、その中で大きな

ポイントになるのが、やはり佐渡ということ

もあります。ですから、上越妙高駅から佐渡

へのアクセスが非常に重要になってくるか

と思っています。その連携会議の中では、例

えばシャトルバスや定期バスというような

ことで、交通事業者も交えて、今、検討を進

めているところです。 

 その場合のもう一つ大きな要素は、直江津

港から佐渡へ渡るわけですが、その航路自体

も現在は、1 日 1.5 往復という変則的なダイ

ヤになっており、観光客などからは使い勝手

があまりよろしくないと言われています。そ

の航路の充実・強化に向けて、県と上越市、

佐渡市、運行事業者である佐渡汽船の中で、

新幹線開業に向けて充実する方向で、今、検

討しているところです。 

 それから、糸魚川も市を中心に交通事業者

と一緒になって、平成 19 年度からそれぞれ

四季に応じた観光コースを周遊する定期観

光バスを運行しています。また、23 年度か

らは、土・日・祝日に限りますが、100 円で

市内の観光地を巡れるような「街めぐりバ

ス」を運行しています。 

 また、大糸線というローカル線があります

が、そこと北陸本線を利用した広域観光ルー

トなどについても、長野県の市、富山県の市

などと一緒に今、検討を進めています。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今、田村局長から

ありましたように、私も数年前、上越市に勤

務していた関係で、上越市の取組をお伝えし

たいのですが、上越市は、新幹線まちづくり

推進上越広域連携会議というものをつくり

ました。これで「越五の国へ」というような

プロジェクトをやっています。その越後の

「後」というのは普通は「後ろ」という字を

書きますが、今は漢字の「五」を使っていま

す。というのは、今回新しく駅名が決まった

ように、上越妙高ですから、上越市と妙高市

と今、局長が言われたように、佐渡への入り

口ということで、柏崎市、それから十日町市、

佐渡市の 5市で、駅のない地域も含めて連携

で新幹線のまちづくりということで、観光に

限らず、まさに福祉や医療、教育も含めたま

ちづくりを推進しているのです。これはアク

セス、二次交通に限らず、そのような取組を

されています。 

 それでは、長野県の野池部長に、先ほどの

ご説明でもありましたように、県内に五つの

駅が存在することになり、特に飯山駅が新し

くできるわけですが、それらをハブ化する事

業を展開したいということでした。その辺を

二次交通と絡めて詳しく説明していただけ

ればと思います。 
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野池氏（長野県） 

 それでは、新幹線停車駅ハブ化事業を二次

交通と絡めて説明をということです。長野県

には新駅飯山駅ができますが、これは新幹線

駅と在来線駅が併設ということで、極めて利

便性、接続はいいわけです。飯山に関して言

えば、在来線の飯山線の活性化と、飯山駅か

ら信越 9 市町村エリアの観光地にどうやっ

てお客さまを運ぶかという二つの課題があ

ります。新幹線の既存駅、例えば上田では、

上田駅を起点に運賃低減バスを運行し、鹿教

湯温泉や菅平高原など遠隔地へもリーズナ

ブルな運賃でバスを利用していただける取

組をこの秋にスタートさせる予定です。 

 また、軽井沢では、軽井沢フリーパスとい

うことで、並行在来線のしなの鉄道と路線バ

スが連携して、1日あるいは 2 日乗り降り自

由のパスを販売して、利便性の向上を図って

いるところです。 

 飯山の方は、先ほどの「信越 9市町村広域

観光連携会議」の中に交通アクセス案内所部

会を交通事業者の皆さんにも加わっていた

だき立ち上げて、今、盛んに検討を進めてい

るところです。停車本数、どのぐらいの乗降

客を目標にするかというシミュレーション

とセットで、バス、レンタカー、タクシー等

の組み合わせで、どんな輸送手段がいいかと

いうことを検討している状況です。 

 鉄路は在来線の飯山線がありますが、これ

は先日、「走る農家レストラン」という取組

をしました。飯山線の各駅で地元食材の料理

が順番に出てくる。ご当地食材のおいしい料

理とおもてなしで、首都圏からもお客さんが

見えて大盛況でした。 

 二次交通は手段にとどまらず、しなの鉄道

もイベント列車等いろいろなものを工夫し

ていますが、二次交通自体が目的になるよう

な仕組みができないかと考えています。以上

です。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今、二次交通が手

段ではなく、二次交通自体がいわゆる旅の目

的というか、目的地に行く前の楽しみになる

ようなというご発言があったと思いますが、

これは非常に重要だと思います。本当はこの

テーマを各県の方にお話ししていただきた

いところですが、時間の関係で、じゃらんリ

サーチセンターの沢登さんから二次交通に

ついて、消費者の目からどういうことに気を

付けたらいいのか、そのあたりのアドバイス

がありましたらということで、このテーマの

まとめにしたいと思います。 

 

沢登氏 

 じゃらんの立場で二次交通というのはな

かなか難しいと思いましたが、消費者側の観

点ということで言うと、二次交通ということ

を含めたアクセス面は、新規の人に初めて来

てもらうためにも、もう一回来てもらう、リ

ピーターのためにもすごく重要な要素だと

思っています。2県とも積極的に取り組まれ

て素晴らしいと思いました。 

 新規ということで言うと、ストーリー性を

持った観光ルートで、行きたいという気持ち

にはなりますが、実際消費者が行くと決める

のは交通手段、要は行けるのか、スムーズな

のかというあたりがきっとポイントになる

だろうと。 

 二次交通ということで三つほど消費者側

の観点でお話しすると、一つは連携というこ

とだと思っています。これは乗り継ぎのとこ

ろがすごくポイントになるだろうと。私も旅

をするときに、在来線を降りて、路線バスの

乗り継ぎになぜか 1 時間待つとか。この辺は

交通事業者の協議会をつくり、一緒に考えら
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れているということなので、このまま進めて

いただけたらなと。 

 もう一つは、細かい情報まで情報をちゃん

と届けていくということが大事です。一つ一

つの情報は大したことはないと思うかもし

れませんが、いつ出発するのかという始発情

報や、路線バス自体の始発情報などを計画す

るときに。特に皆さん、最初の話でおっしゃ

っていたように、これからは個人として持続

可能な地域づくりをしていきたいというと

きには、個人の人たちがこの地域に訪れると

きには、細かい情報までしっかり事前に提供

できるかということ。それと、到着して調べ

たいと思ったときに調べられるかどうか。ほ

とんどの人たちがスマートフォンを持って

いくので、例えばグーグルなどで、「糸魚川 

二次交通」と入れたら、普通に出てきて、ス

ムーズに進めるかどうか。この辺が二つ目の

ポイントではないかと。 

 三つ目は、コンシェルジュ的な機能の中で、

自分たちの路線だけでなく、他の交通事業者

の時刻表まで分かって、困っている人に提供

できるかどうかです。多分ホスピタリティが

すごく問われるのはこういうことだろうと

思っています。二次交通はリピーター要素の

中ですごく重要になっています。地域の人た

ち、企業の人たちが、困っている人に聞かれ

たときに、自分の企業の情報だけでなく、つ

ながっている情報まで答えられるかどうか。

多分、この辺まで設計していくと、素晴らし

い地域づくりになって、一度訪れた人が二度、

三度訪れてくれるのではないかと思いまし

た。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今の二次交通につ

いての沢登さんのお話は非常に重要です。ポ

イントは連携と、細かい情報まで提供できて

いるか、調べたいときに調べられるか。それ

から、自分の地域だけでなく、例えば隣の地

域、その先の地域までの情報をコンシェルジ

ュ的な人がいて、すぐに教えてもらえるかと

いうことだと思います。まさに新幹線は来ま

すが、それぞれの駅、特に新駅からの二次交

通については、今のような要素を入れて、開

業までに整備をされたらいいのではないか

と思います。 

 特に、私も住んでいましたが、地方に行く

と皆さま方は車を一人 1 台以上持っている

のでどこに行くにも困りませんが、観光客は

全員レンタカーなどの車で移動するわけで

はないので、本当に駅に降りたら、路線バス

などの時間が 1 時間待ちなどということの

ないようにされたらいいのではないかと思

います。ありがとうございました。 

 それでは、今回のメーンというか、もう一

つのテーマに移りたいと思います。それぞれ

各県の発表の中にも、広域連携、広域観光ル

ートというようなキーワードが幾つも出て

きたと思いますが、これについて、まさに北

陸新幹線というブランドで首都圏、あるいは

関西圏にアピールすべきではないかと思い

ます。広域的に連携する、広域観光客の立場

からすれば、広域周遊ということが重要だと

思いますので、このあたりについての説明を

また各県ごとにしていただければと思いま

す。 

 最初に、石川県の蟹由部長、説明の中にも

長野県との連携などのお話もありましたが、

そのあたりをもっと詳しく戦略的にお伝え

いただければと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

蟹由氏（石川県） 

 ありがとうございます。長野県さんとの連

携ということで、本来は長野県の野池部長か
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らご紹介があった方がよかったのかもしれ

ませんが、私からも少しご紹介させていただ

きます。 

 いずれにしても、北信越 4県という枠組み

も大事ですが、私ども石川県というところを

考えてみると、当然、西の方には福井県があ

りますし、白山を背にすると岐阜県がありま

す。そのような隣県の皆さんと広域的に結ん

で情報を発信していくということは、まさに

想像が及ばないぐらいの相乗効果を発揮す

るだろうと思っています。 

 その中で、今、新たに進めているのが長野

県との取組です。長野県さんとは、今年の 4

月から職員を相互に派遣しております。また、

私どもから派遣した職員は、長野県さんの国

際観光の部門で仕事をさせていただいてい

ますし、長野県から石川県に派遣いただいた

職員には、私どもの首都圏 PR 戦略の仕事で

毎日汗をかいていただいています。 

 今後、長野県さんとの連携というと、最初

に思い浮かべるのは、何といっても 27 年の

春に行われる善光寺ご開帳です。これについ

ては、7年に一遍、実際、暦では 6 年に一遍

ということになりますが、日本中から 700 万

人のお客さんがみえます。聞くところによる

と、そのうちの 200～300 万人は首都圏から

で、残りの方は全国津々浦々からです。その

ような皆さんに、これまでは長野県と石川県

は列車では 4 時間ぐらいかかっていました。

善光寺にお参りをしたら、石川県まで、ある

いは北陸まで足を延ばそうということは、旅

行商品としてはあり得なかったと思います。

しかし、今度は新幹線で 1時間足らずで結ば

れます。ぜひ善光寺をお参りしていただいた

後、北陸の温泉を楽しんでいただく。あるい

は逆に、関西方面から北陸の温泉をまず楽し

んでいただいて、善光寺さんにお参りいただ

く。そういうような形で700万人を800万人、

900 万人を善光寺さんにお呼びする。こうい

う取組は可能性が大いにあると考えていま

す。 

 それから、長野県さんとはそれ以外にも、

さまざまな形で観光情報も共有していきた

いと思っています。先ほど県の紹介の中で、

県の観光情報センターの機能アップのこと

を紹介させていただきました。その中では、

当然ながら、石川県にとどまらず、長野県さ

んの情報、あるいはお隣の福井県さんの情報

など、新幹線は取りあえず暫定金沢までです

が、その後、西へ延びます。ぜひ西へも注目

しながら、広域観光を進めていきたいと考え

ています。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今、まさに連携の

中でも究極的な職員の相互乗り入れという

ところまでやっていらっしゃるということ

で、これは本当に一過性ではなく、新幹線が

来た後もずっと続ければ、本当の意味での連

携、相互連携ができるのではないかと思いま

す。今日は自治体の方も多いと思いますが、

そういう方式もあるのではないかという、非

常に示唆に富んだ説明だったと思います。 

 それでは、次に富山県の日吉局長から、富

山は黒部アルペンルートなどの広域ルート

の話もありました。特に力を入れていきたい、

あるいは大勢の皆さんにお披露目したいと

いうようなものがありましたら、広域連携と

いうキーワードでお話しいただければと思

います。 

 

日吉氏（富山県） 

 新幹線なり、海外のお客さんなどを含めて

ものを考えた場合、個人客というのがキーワ

ードになってくるだろうと思います。個人客

が大変増えてくるというような状態にどう
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対応していくかを考えていかなければいけ

ないだろうと。そういう場合でも、受けると

きは当然、いわゆる広域観光を意識する必要

がありますので、先ほど説明もしましたが、

例えば黒部アルペンルートという、本県から

長野へ抜けられる大きなルートがある。これ

は国内のお客さまをはじめ、海外からのお客

さまも評価が高いので、こういう形でまず連

携していくということが大事になってくる

だろうと思います。 

 もう一つは、例えば新高岡からは、昨年度、

五箇山、白川を抜けて高山という、高速バス

で実証実験を行いました。今後も引き続き、

このようなことを検討し、高岡から飛騨地方

への連携ということも考えていきたいと思

っています。もちろん広域連携ということに

なると、先ほども言いましたが、北陸 3県デ

スティネーションキャンペーンということ

で、これは北陸で受ける。何といっても首都

圏の人口と相対するには、北陸のばらばらの

県では圧倒されてしまいますので、少なくと

も 3 県が合わさった形で PR していくことが

大事であろうということです。 

 それから、インバウンドの関係で申し上げ

ると、広域観光ルートというのは大事になっ

てくると思います。先ほども少し申し上げま

したが、アルペンルートの他に、高山を抜け

るような形での北アルプスの周遊ルートの

ようなものにも取り組んでいけば、当然新幹

線を活用して海外の方も大いに利用できる

のではないかと思います。外国人の観光客に

ついては Web、Wi-Fi 等をいかに整備してい

くかということが一つの課題になっている

と思います。また、多言語表記など、どうや

ってメニューを伝えるのかというようなこ

とも大事になっていくだろうと思っていま

す。このように、個人客あるいは海外のお客

さんが増えていくということを想定すると、

多方面にわたる対策が必要になってくると

思いますので、これからもしっかり対応して

いかなければいけないと思っています。 

 それから、もう 1点は、今年は特に円安の

影響もあって、全国的にもそうだと思います

が、台湾やタイなど、海外からのお客さんが

増えてきています。そのようなことで、あま

りにも急激に増えているという面もあって、

対応が遅れ気味でいろいろ問題があるよう

なケースもあります。先ほども申し上げまし

たが、本県は 1.6 倍と急激に増えているよう

な状態があるので、この対応についても、こ

れからもある程度増えることを前提に対応

していかなければいけないのだろうと思っ

ています。 

 以上です。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。富山県さんは、立

山黒部アルペンルートという非常にキラー

コンテンツがあるので、もともとインバウン

ドについては先進県です。その中で、やはり

Wi-Fi の整備など、海外から来られる方も今

はスマホを持っていらっしゃる方がほとん

どだということです。そのあたりも、仮に富

山県さんだけが整備して、他の県がしなかっ

た場合、県境を越えたらつながらず切れてし

まうわけですから、そのようにならないよう

にということで、これもまさに連携の中での

重要な協議事項ではないかと思います。 

 それから、最後にもう少し時間があれば触

れたいと思いますが、インバウンドは大体北

陸は、台湾や韓国、中国の方が多かったので

すが、最初の水嶋課長からの説明で、今は東

南アジアからのインバウンドが非常に増え

ていると。国としても、そこに力を入れよう

というような傾向もあります。これはまさに

単県だけ、単一地域だけではなかなかうまく
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いかないと思います。このあたりも今後の課

題かなと思っています。 

 それでは、長野県の野池部長、インバウン

ドも含めて、広域連携の取組についてお話し

していただければと思います。 

 

野池氏（長野県） 

 広域連携については、新潟県さん、富山県

さん、石川県さんと、さまざまな取組を進め

ており、今年度も具体的な計画があります。

金沢の先にある大阪からのお客さんも相当

増えるのではないかということで、新潟県さ

んと一緒に関西方面でのプロモーションも

頑張っていきたいと思っています。 

 個別の話は置いておいて、このような時代

の中で、新幹線が各県を貫いて延伸するとき

に、パイの奪い合いはあり得なくて、新しい

マーケットを創出していくという方向性が

極めて重要になってきます。県内でも広域と

いう視点で、自分の観光地に来てほしければ、

お隣の観光地も一緒に売ろうというように

意識がだいぶ変わってきました。例えばパン

フレットを作るときも、少し前までは、自分

のところの観光地だけきれいに囲ったパン

フレットがありましたが、最近は周辺あって

こそ自分の観光地というように、全く変わっ

てきました。これは県レベルでも同じことが

言えると思います。 

 先ほどの石川県さんのご説明の中にもあ

りましたが、金沢駅の観光情報センターで全

県のことを発信しよう、また、お互いの県の

観光情報センターでお互いの観光地のこと

を紹介できるようにしようというのは、素晴

らしいことだと思いました。先ほど沢登先生

が言われたように、きめ細かなことを着実に

やっていくことが効果をきちんと出してい

くことにつながるのではないかと思ってい

ます。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今の観光パンフレ

ットは、周辺地域が載っていてこそ観光パン

フレットという非常に重要なお話がありま

した。一昔前だと、ややもすると、自分のと

ころだけの地図で、地域や県境があると、そ

の先は真っ白という地図がたくさんありま

した。今はそういうものがだいぶなくなった

ようですが、ますます周辺地域まで載ってい

るものが必要になるのではないかと思って

います。 

 それでは、最後に新潟県の田村観光局長、

ご説明の中でも、例えば小松空港 in、新潟

空港 out というようなお話もありましたが、

広域連携とインバウンドを少し絡めて新潟

県の戦略なりをお話しいただければと思い

ます。 

 

田村氏（新潟県） 

 今、長野県さんのお話にもありましたが、

関西方面からの誘客という点については、長

野県さんと一緒に観光 PR を行っています。

また、インバウンドに関係ありますが、例え

ばオーストラリアのスキー客を新潟と長野

でアライアンスをつくって、今、誘客に努め

たりしています。また、先ほどもお話をさせ

ていただいたように、インバウンドで、それ

ぞれ空港を持っているので、それぞれのとこ

ろから入って、途中を例えば新幹線で移動し

ながら、別の空港から抜けていくというよう

な取組は十分考えられて、現在もいろいろ協

力しながらやっています。 

 そうした個々の取組もそうですし、県同士

だけということでなく、例えば今、観光庁さ

んで広域観光圏、観光圏の事業をやられてい

ますが、あれも県をまたいだ市町村なり、そ

れぞれの事業者、旅館などが連携し合ってや
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っている広域的な取組であると思います。例

えば新潟であれば、糸魚川のところで先ほど

も少し触れましたが、白馬村と糸魚川市、そ

れから富山県の朝日町といったところと連

携しながら、誘客をしようというような取組

もありますので、連携はさまざまなパターン

が考えられるだろうと思っています。それぞ

れお互いに Win-Win の関係になれるような

形で、連携が今後も多分、いろいろ進んでい

くのではないかと思っています。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。既に大小織り交ぜ

ていろいろな連携は動いていますが、今回は

北陸新幹線金沢開業を見据えてということ

ですので、空港もこの地域には幾つかありま

すから、空港と JR の新幹線をつないで広域

的にというような動きも今後出てくると思

います。 

 それでは、お待たせしました。JR のかた

にもご意見をいただきたいと思います。4 県

のお話がありましたが、今後、北陸新幹線の

開業を見据えて JR として協力できること、

あるいは連携していかなければいけないこ

とという観点からお話をしていただければ

と思います。 

 最初に、JR 東日本北陸営業センターの黒

田所長よろしくお願いします。 

 

黒田氏（東日本旅客鉄道（株）） 

 広域観光ルートというところで、私ども鉄

道会社が協力できるのは、特に東日本の場合、

首都圏に駅というネットワークがあるので、

こちらの方でこれからつくっていく広域観

光ルートの情報発信です。広域観光ルートを

継続的にやっていく上で一番大変なのは、採

算ベースに乗る需要をつくり出すというと

ころです。ここが採算ベースに乗るようにと

いうチャンスが、先ほど述べたとおり、新幹

線開業だと思いますし、そのチャンスを生か

すための情報を首都圏のお客さまに伝えて

いくというところで協力をしながらやって

いけるのではないかと思います。 

 もう 1 点、観光ルートに期待しているのは、

大規模な観光ルートもあるし、小規模な町と

町をつなげるというものもあると思います。

よく、新幹線の停車する駅からうちの町は遠

い、だからなかなか来てもらえない、波及効

果は難しいのではないかと、やや諦めムード

のところもあります。しかし、その手前の町、

さらに駅の最寄りの町と連携してラインを

つくっていけば、小規模な広域観光ルートな

のかもしれませんが、少し停車駅から離れた

ところまでお客さまを引っ張ってこられる。

こういうことが広域観光ルートの素晴らし

さではないかと思います。 

 先ほど、最後に高山の例を挙げようかと思

いましたが、新幹線の停車駅からは比較的遠

いところですが、間に五箇山や白川郷などが

入ったり、長野からであれば、松本、そして

例えば上高地や奥飛騨温泉郷が入ることに

よって、首都圏から所要時間はかかる中でも、

観光をしているうちにいつの間にか遠いと

ころまで行ける。そういうところが広域観光

ルートの魅力ではないかと思って、そこには

しっかり取り組んでいきたいと思っていま

す。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今のお話では、JR

東日本さんは首都圏にあれだけの駅がある

ので、情報発信拠点としては非常に素晴らし

いものが質、量ともあります。これを本当に

活用しない手はないということですので、そ

このあたりでの連携を図り、いい広域観光ル

ートの商品さえできれば、まさに情報発信に
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ついてはそこを拠点として発信し、北陸新幹

線に乗っていただくというようにできれば

と思います。 

 では、続いて JR 西日本金沢支社の山田副

支社長から、西日本として、このような広域

連携、あるいはそれに伴うインバウンドの推

進についてお話しいただければと思います。 

 

山田氏（西日本旅客鉄道（株）） 

 まず、新幹線自体、首都圏と北陸を結ぶ大

動脈ですが、例えば長野と北陸は 1 時間ちょ

っとぐらいで結ばれるということですから、

まずこの新幹線自体が広域周遊ルートの背

骨を成す一つの重要な部分になり得ると思

っています。 

 それから、新幹線の駅から次の目的地へと

いう観点では、まず、これは二次アクセスだ

けではなく、広域周遊という観点でも、地元

の私鉄さま、それから私どもから並行在来線

を引き継いでいただく各県の第三セクター

会との連携が非常に重要になってくるかと

思います。具体的にはこれからということに

なりますが、例えばダイヤを相互に調整して

いくとか、周遊切符のようなものを一緒に作

っていくなども、広域周遊、観光ルートをつ

くっていく上で非常に重要な要素になるの

ではないかと思っています。 

 それから、北陸の地は非常に道路網が発達

しています。場合によっては、新幹線を降り

られたら、高速道路で、車で、あるいはバス

で、特に大勢で、一団でお越しになる団体の

お客さまの場合、バスが非常に重要な要素に

なってくるのではないかと思います。バスを

毎日何便も走らせるということが非常に大

切なアクセスとなり、そして広域周遊ルート

を成すという意味でも、非常に重要になって

くると思います。しかし、今、黒田所長から

もありましたように、採算に乗るだけの利

用・需要をいかに確保していくかということ

が決め手になるところかと思います。そのた

めのデスティネーションキャンペーンであ

り、告知宣伝活動であるということだと思っ

ています。安定的にこのような周遊ルートを

維持していく、そして二次アクセス網を維持

していくことが、今後の持続性という観点か

ら非常に大きなポイントになってくると思

います。それができれば、インバウンド、海

外からの誘客の仕掛けとして十分機能し得

ることになるのではないかと思っています。

そこまで見据えた中で、地元の皆さま方と手

前ども、そして東日本さんと手を携えて取組

を進めたいと思っています。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。JR 西日本の山田

副支社長の口から、駅からはバスがいいので

はないかという話もありましたが、確かにこ

ちらの北陸の方は高速道路網も結構整理さ

れているので、二次交通の面では、駅からバ

スあるいはレンタカーなどで個人客の方は

行ってもらうという手もあるかもしれませ

ん。団体の場合はやはりバスでの周遊という

ようになると思いますので、そのあたりの整

備も必要ではないかということで、そのあた

りの交通事業者との連携も今後、非常に重要

になってくるのではないかと思っています。 

 それでは、一通り回りましたので、今、そ

れぞれのコメントをお聞きになった観光庁

の水嶋課長から、今後の広域連携の在り方や

国が進めるインバウンドの推進を絡めて、ア

ドバイスなどをいただければと思います。 

 

水嶋氏（観光庁） 

 お時間が限られているので、手短に。今日

のご議論を聞かせていただいて、私は仕事柄

いろいろなシンポジウムに出させていただ
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く機会も多いのですが、今日のシンポジウム

はお世辞抜きに、ものすごくレベルが高いで

す。話をしていらっしゃる方も、ものすごく

ご自身で汗をかいていらっしゃる人たちだ

し、聞いていらっしゃる方々も恐らく相当プ

ロの方です。問題意識の相当深い方だという

印象を、ここに座っていてものすごく受けま

した。そういう意味では、私があまり申し上

げるまでもないので、蛇足になってしまいま

すが、あえて 3点。 

 一つは、二次交通ということです。これは

結局、地域内の交通をどうするかという問題

です。これは観光面においても極めて重要で

すし、地域の生活交通としてもすごく重要だ

ということです。地域の生活交通をいわゆる

交通事業者さんのビジネスにお任せすると

いう形で地域の交通網を維持している国は、

先進国では恐らく日本だけです。ヨーロッパ

の国々は、運賃収入で得られる収入は良くて

5 割、悪ければ 1割ぐらいで、都市の中の交

通を維持するような形で、自治体が財政的な

リスクを取るような形で地域内の交通を運

営しているような場合が非常に多いです。わ

れわれもせっかく新幹線という強力な装置

が出来上がるわけですから、これを観光ある

いは生活交通とどうリンクさせるか。これは

先ほどからもお話が出ていますが、事業者と

自治体の皆さん、ここは特に基礎自治体の出

番が非常に多いと思いますので、しっかり議

論していただくことが必要になってくるの

ではないかと思います。JR さんからバスの

話が出ていましたが、レンタカーも恐らくす

ごく大事です。その活用もぜひ考えていただ

くということがあると思います。 

 2 番目に、広域の連携ということですが、

今日はいみじくもパネラーの皆さんは、県の

代表の方が出てきてくださっています。新幹

線幹線交通ということなので、これを広域の

中でどう生かしていくかということは、県の

役割が相当大きいのだろうと。今日、来てい

らっしゃる県の皆さんは、その役割を十分に

自覚して着実に取り組んでいらっしゃると

いうことをお世辞抜きで、非常に感じました。

今回の新幹線ができると、東京－金沢が 2 時

間半ということで、すごい時間短縮効果があ

るということです。これはどういうことかと

いうと、今回、北陸新幹線は和迩局長からお

配りいただいた資料を見ると、長野－金沢間

は 228km です。これはどういう意味か。先ほ

ど私がご紹介した九州新幹線は 290km です。

北海道で、今度は函館までできて、その次に

函館から札幌まで延びますね。函館から札幌

まで新幹線で何キロぐらいあるかご存じで

すか。北海道の南西のところをちょっと結ん

でいるように見えますが、実はあれは 300km

あります。北海道の中だけちょっと結んでい

るように見えて、あれは 300km で、今回でき

る北陸新幹線の 1.5 倍ぐらいの長さがあり

ます。何が言いたいかというと、実は北陸は

皆さんお近くなのです。これを生かさない手

はないぞということです。 

 それで 3番目に、インバウンドに関連して

ということですが、恐らく JR さんのレール

パスを持った人たちが、すなわち外国人の方

が相当このエリアをたくさん移動すること

になるのだろうと思います。恐らくこういう

ものは、われわれの予測を超えて、目の前の

風景が変わっていく。われわれの想像を超え

るようなペースで、恐らく北陸地域の景色が

変わっていくという心の準備をしておかな

ければいけないのではないかと思っていま

す。今までインバウンドではゴールデンルー

トという言葉がよく使われていました。これ

は東京に入った人が、箱根や富士山を見て、

その後、京都を見て、大阪から出ていく。場

合によっては、広島の原爆資料館を見ていく。
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このような東海道の方がゴールデンルート

と言われていましたが、今度はもう一つ、日

本にゴールデンルートができるのではない

か。これは長野から日本海を回って、日本の

もう一つの美しさを、もう一つの良さを見て

いってもらう。そういう旅の形をこの地域が

一体となって世界に向かって情報発信して

いくことが必要になってきているのではな

いかと思います。 

 昔、僕たちが子供のとき、外国の人といっ

たら、アメリカ人やヨーロッパ人を想像しま

した。アメリカやヨーロッパから見たら、日

本は小さな島国の遠い遠いところにある点

です。ところが、アジアから見たら日本は近

いので、日本は点ではないのです。立派な面

です。アジアの中では、日本は北限です。今、

経済がどんどん伸びている人は、雪が積もっ

た立山、雪が積もった地域は自分たちの生活

の中でないのです。アジアの中での北限に位

置しているという立地上の戦略性を生かし

て、もう一つの日本のゴールデンルートを世

界に向けて情報発信していくことが必要に

なってくるのではないかと思います。どうも

ありがとうございました。 

 

村上氏 

 ありがとうございました。一つキャッチコ

ピーが決まってしまったのではないでしょ

うか。「もう一つのゴールデンルート 北陸」、

どうでしょうか。ということで、今、水嶋課

長から、私たちでは抜け落ちていた視点を指

摘していただきました。北陸というのは、首

都圏、東京の方に住んでいると、どうしても

遠いというイメージが今まではありました

が、それは距離的にはそんなに遠くないので

すね。ただ、心理的な距離があったという感

じがあります。それが今回の北陸新幹線で完

全に払拭されるということです。心理的な距

離というものが観光には非常に重要ですが、

これが払拭されるので、ここを全面的にアピ

ールしたらどうかという話。それから、アジ

アの中では北限にあるということで、ある意

味では、本当に憧れを持たれているところも

あります。先ほど言いましたように、東南ア

ジアからのお客さんも非常に増えています。

今までは東アジア中心のインバウンド戦略

でしたが、ASEAN 諸国というか、東南アジア

の辺りからの誘客は国を挙げて力を入れよ

うとしています。北陸新幹線を契機に北陸に

もどんどん東南アジアの人を呼ぶためには

どうしたらいいか。このあたりもインバウン

ド戦略として条件整備をしていく必要があ

るかと思っています。ありがとうございまし

た。 

 それでは、じゃらんの沢登さんから、先ほ

どのような消費者目線というか、旅行者の視

点から、広域連携、インバウンドについてア

ドバイスをいただければと思います。 

 

沢登氏 

 今日、私もこちらに来て、皆さんと議論を

して、熱意というか、北陸新幹線開通をチャ

ンスと捉えて、変革を起こしていこうと思わ

れているので、これは素晴らしいと思いまし

た。開通まで 1 年 9 カ月ぐらいでしょうか。

このタイミングで、このように思っていると

いうことは素晴らしいと思いました。 

 ただ、首都圏側が全くまだ同じような感覚

ではないということです。ですから、1 年 9

カ月をかけて、どうやってムーブメントをつ

くっていくのか。これが新幹線開通だから北

陸へ行こうとなったら、多分大きな成果は得

られないと思います。「北陸にはこんな魅力

があるんだよ。そういえば、新幹線も開通す

るから行きやすいね」と。これは順番を間違

えてしまうと、多分一過性で終わってしまう。
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ある程度の人、いつか行こうと思う人は 1 回

は来てくれると思いますが、そこの地域の魅

力が良くなっていないと、結局は 1 回で終わ

ってしまう。新幹線開通は地域づくりにとっ

てもすごくチャンスだと思っています。いろ

いろな人たちがこれをきっかけに、普段まと

まれなかった人たちがまとまるチャンスで

あったり、もう一歩突き抜けられなかったイ

ノベーションを起こすことが、こういうとき

だからできるのではないかと。そうすると、

地域の魅力をどうやって上げていくのかと

いうことが一番大事なことではないかと思

います。新幹線を活用してもらう。「そうい

えば 2 時間半で行けるようになったんだよ

ね」というようになっていくと、すごく大き

なムーブメントになるのではないかと思い

ます。 

 それから、キーワードというか、皆さんの

お話を聞いていて、これから大事なのは競争

と連携だとすごく思いました。各県の皆さん

が地域の中で新しい何かの仕掛けや取組を

しのぎを削ってやっていただき、ここはライ

バル意識を持って、他県が少しでも何か新し

い発見をしたら、それを超えるものを生み出

していかなければいけないという競争的な

心理が働くと素晴らしいのではないかなと。

しかし、首都圏や海外などのプロモーション

はきっと点でやっても全く意味がないこと

だと思いますので、そこはしっかり協力して

やっていく。ですから、競争と連携の使い分

けをしっかりやっていくことが成功につな

がるのではないかと思いました。 

 以上です。 

 

村上氏 

 ありがとうございます。今、最後に非常に

重要なコメントがありました。順番は、新幹

線が来るから人が来るのではないと。やはり

そこに魅力があるから。それで新幹線が来て、

「2時間半で行けるんだ。じゃあ行こう」と

いうようになる。その辺の順番を間違えると

本当に一過性になってしまうというような

お話もありました。それから、まさに競争と

連携です。 

 今日はそれぞれ各県から、本当にレベルの

高い取組状況と熱意を聞かせていただきま

した。先ほど沢登さんが言われたように、私

も今日、最後に締めてくれと言われたときに、

これだけは皆さんにお伝えしようと思った

のですが、私は大学で観光政策などを女子学

生に教えております。担当のゼミ生が 1年か

ら 4 年生まで合わせると、全部で 90 人ぐら

いのゼミ生がいます。当然、観光マネジメン

ト学科なので、観光業界などに憧れていて、

他の学科の学生よりは、観光について非常に

関心が高いわけです。ですから、今、若者の

海外旅行離れなどと言われていますが、うち

のゼミ生は結構勝手にどんどん海外旅行に

行っています。この前も、ベトナムに行って

くるからゼミを休ませてくれと。女の子です

が、そのように非常にアクティブな子がたく

さんいます。 

 この役割を依頼されたときに、観光マネジ

メント学科の私のゼミ生に、「北陸新幹線が

金沢まで延伸することを知っている人」と言

ったときに、本当に誰一人知りません。とい

うのが現実です。ですから、今日この会場の

300人の定員があっという間にいっぱいにな

ったということで、地元では非常に熱気があ

りますが、まだまだ首都圏では北陸新幹線金

沢延伸、金沢開業について厳しい現実を言え

ば、関係者以外、誰一人話題に挙げていませ

ん。ですから、今日私がお伝えしたいのは、

今日の熱気をこの 4 県が連携をして、各県が

バラバラに行くのではなく、4 県で北陸新幹

線というブランドで、まずは首都圏にキャン
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ペーンなり、プロモーションなりをしていた

だければと思います。観光においては、選ば

れるときにその対象にならなければ選ばれ

る可能性は全然ないので、まずは話題に上る

こと、例えば今後は私があえて情報提供しな

くても北陸新幹線のことを少なくとも私の

ゼミ生がみんな知っているぐらいにならな

いといけないと思います。 

 もう一つは、そういう意味で、もちろん連

携は非常に重要で、広域観光も二次交通も重

要ですが、北陸新幹線が来るということで、

新しい駅もできて、ハード整備がどんどん進

むと思いますが、そこにソフト、一番言いた

いのはそこに「人」がいるかどうかです。先

ほど、隣の地域まで含めたコンシェルジュ的

な人を整備するというようなご発言もあっ

たように、もっと言うと、そこに魅力的な人

がいるかどうかというのが決め手になるの

ではないかと思います。「人物観光」のよう

な名称で、跡見学園女子大学は今、それを一

生懸命進めていますが、地域の人に会いにい

くのが主目的になる旅というようなイメー

ジです。北陸に行く目的として北陸の人に会

いにいくというようなことでソフト。そこに

行くとガイドしてくれる人、案内をしてくれ

る人、困ったら助けてくれる人がどこの駅に

もいる。そこの駅だけではなく、どこの地域

にもそういう魅力的な「人」がいること。ガ

イドさんと一言で言ってしまうと狭くなり

ますが、そのようなソフトも同時に整備して

いく必要があるのではないかということで

す。先ほどおもてなしの心ということが各県

から出ましたが、その考え方が軸にあって、

そこに北陸新幹線が開通すれば、鬼に金棒と

いう気がします。 

 ですから、どこかの県で、大学との連携な

どという言葉があったように、一つの方法と

しては、例えば首都圏にキャンペーンを打つ

ときに、ただ、こちらの人が行くだけではな

く、例えば首都圏の大学に観光学部や観光学

科を持っているところがたくさんあります

が、そこの学生と一緒になって北陸を PR す

るなどというようなやり方もあるのではな

いかと思います。というのは、たまたま今日、

7 月 9日は、観光庁が主催している、観光学

部、観光学科のある大学の学長・学部長会議

がちょうど今この時間に、今年の会場の玉川

大学で開かれています。観光庁も観光人材育

成には力を入れております。ですから、そう

いうところの学生を使う。人と連携するとい

う意味では、そういうところを活用されたら、

その人たちがファンになればまた来るわけ

です。ですから、ハード整備と同じように人

との関わり、ソフトの整備をされたらいいの

ではないかと思っています。 

 いずれにしても、北陸新幹線は開業間近で

す。あと 1年ちょっとということになります

ので、このチャンスを活かさない手はないと

思います。先ほど沢登さんが言われたように、

一丸となって首都圏あるいは関西圏で、北陸

の新幹線、北陸の地域のムーブメントを起こ

すぐらいの勢いでやっていただければと思

います。今日のシンポジウムがその大きなき

っかけになれば、関わらせていただいた一人

として本望です。今日は長時間にわたりお付

き合いいただきまして本当にありがとうご

ざいました（拍手）。 
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閉会挨拶 

北陸信越運輸局企画観光部長  

桑田龍太郎氏 

 

 国土交通省北陸信越運輸局企画観光部長

の桑田です。本日、ご来場の皆さま方、お忙

しい中、最後までご清聴いただきまして、誠

にありがとうございました。また、事例発表

やパネルディスカッションにご登壇いただ

いた皆さまにおかれましては、貴重なご報告

やご意見をいただきまして、感謝申し上げま

す。特にパネルディスカッションにおいては、

コメンテーターをお務めいただいたじゃら

んの沢登様には、大変有意義なご指摘を頂戴

しました。また、進行役（モデレーター）を

お務めいただいた村上先生には、議論の円滑

な進行と総括を頂戴しまして本当にありが

とうございました。 

 本日のシンポジウムは、北陸新幹線金沢延

伸に向けての沿線 4 県の観光担当の部局長

さま、それから JR 東日本、西日本の地元の

責任者の皆さまが一堂に会するという、かつ

てない企画でした。まさに、北陸新幹線の金

沢開業を間近に控えた、今ならではの画期的

な企画であったと考えております。 

 先ほどのパネルディスカッションにおい

てもご議論いただきましたが、北陸新幹線の

効果を最大限に発揮していくためには、まさ

に広域的な観光周遊ルートづくりが不可欠

であり、本日、ステージに上がられた皆さま

を中心にして、県境を越えた広域的な取組が

これからキーになってまいります。お話の中

でもありましたが、各県が競い合ってそれぞ

れの観光資源を磨きつつも連携し合うとい

うことが、沿線地域全体としての観光の競争

力、観光需要の掘り起こし、首都圏あるいは

世界からの観光需要の掘り起こしにつなが

っていきます。これは東北や九州といった観

光地にブロックとして勝てるという観光地

域づくりにもつながっていくと考えていま

す。 

 また、新しいゴールデンルートだという話

がありましたが、そういう取組の一環として

は、既に中部、北陸地域においては、名古屋

を起点として石川能登に向けての「昇竜道プ

ロジェクト」というプロモーションの看板が

あります。この北陸新幹線が北陸新幹線道と

いうわけではありませんが、北陸信越の東西

の新しいプロモーションの軸を提供する、連

携の軸を提供するということになるのでは

ないかということを、お話を聞いて実感した

次第です。 

 本日のシンポジウムが、まさにそのような

取組に向けて、各県の連携に弾みがつくこと

のきっかけになることを主催者として願っ

てやまないところです。北陸信越運輸局、国

土交通省としましても、各地域のご関係の皆

さまとともに、北陸新幹線の開業を生かした

観光振興に今後一層取り組んでまいりたい

と考えておりますので、ご来場の皆さま方も

含め、引き続きご支援、ご協力のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 最後になりますが、本日お集まりの全ての

皆さま方のますますのご発展、ご健勝と、北

陸新幹線の金沢開業を通じた北陸信越地域

の観光振興の成功を祈念しまして、閉会に当

たっての私からのご挨拶とさせていただき

ます。本日は本当にありがとうございました

（拍手）。 
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３．来場者アンケート概要 

 

  来場者に対し、以下のとおりアンケートを実施した。 

 

・アンケート用紙 
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・アンケート結果概要 

シンポジウム参加者に対しアンケートを依頼し、出席者 300 名の内、43 名から回収 した

（回収率 14.3％） 

 

①属性                   ②満足度 

12

14
3

9

2 3
一般

地方公共団体

交通事業者

業界団体

国の機関

その他・不明

 

15

5

13

21

25

17

5

12

11

1

1

1

1

0

1

0 10 20 30 40

パネルディ

スカッション

第二部

第一部

とても満足 やや満足 普通 やや不満 とても不満 不明  

 

③頂いたご意見（主なもの） 

第一部の主な意見 

・表現力が高かった。 

・発表がとても上手で、聞き入ってしまった。 

・時間が短く、二次交通の情報が聞けなかった。  

・具体的に、１２Ｐの取組事例のルートの書き方が分かりやすかった。 

・時間が短すぎる。成功事例に加え、課題などについても聞きたかった。  

・九州以外の事例も聞きたかった。 

第二部の主な意見  

・コンパクトにまとめられていた。各県の特長が出ていた。 

・やや画一的か。沢山詰め込みすぎて、最後に頭に残りにくかった。  

・もう少し各県、的を絞って紹介した方が良かった。 

・もっと詳しく聞きたかったが、時間が足りなかった。  

・石川県の取り組みについて詳しく聞きたかった。旅行業者の話も聞きたかった。 

・ＪＲの細かい取組を紹介すべき。  

・各県の取り組みが最終的に一つの形となり、展開される必要性を感じた。  

第三部の主な意見  

・時間が短かった。 

・パネラーが多すぎて、深さが足りなかった。 

・もう少しパネルディスカッションの時間をとってほしかった。  

・跡見学園の学生の動き（今の大学生の考え方）をお聞きすることは大変重要だった。  

・民間の立場ということで「じゃらん」の方の意見が参考になった。 

・沢登さんのコメントをもう少し聞きたかった。  

・第一部の内容について、掘り起こして聞けたので満足した。改めて、他の地域との連携を深

めていきたい。  

・関係者の連携は理解したので、実効を進めて頂きたい。 

・首都圏ＰＲの必要性を感じた。  

（単位：人） 

（単位：人） 
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Ⅲ 今回のシンポジウムについて、お気づきの点、ご意見等があればお教え下さい  

・首都圏の巨大ﾏｰｹｯﾄをどう広域に連携していくかが、北陸の経済発展に繋がっていくのでは

いか。 

・会場が小さい。もう少し一般の方にも聞いてもらいたいようにした方が良い。  

・地元の活性化のため交流人口の拡大をもっとアピールすべき。北陸→首都圏をもっとＰＲし

て地元の気運を高めては。  

・今、旅行者である６０歳以上の方々の趣味をリサーチする機会が多いが、跡見学園の女子学

生の話のように、今の若者もこれからのターゲットになることを見据え、何を考えているか

聞くべき。  

・今の段階では仕方がないが、今回はほとんど官（自治体）からの考え方に偏っていたと思う。

今後発展出来れば良いが。  

・「競争と連携」という言葉があったが、他県の取り組みを拝見して、まだまだ競争できるま

での地元の素材や気運が育っていないと痛感した。もっと、地元の魅力を高めていく取り組

みを地道に進めていかなければならないと思った。  

・市町村レベルでは広域連携をやっているが、外へのＰＲとして今ひとつ。今回参加した４県

で連携し、関西・首都圏に大規模なプロモーションが重要。  

・多様な方が来場され、関心の深さが実感できた。収容力のある大きな会場で開催しても良か

ったのでは。  

・出演者が多く、時間が足りない。 

・会場が狭いと思う。これだけ関心のある内容なので、もっと広いキャパで実施すべき。  

・将来も北陸観光が都会の皆さんに受け入れられ、相乗効果も出るように、対策を長く続ける

ことが大事。 

・一年前もやってほしい。 

・こうしたシンポジウムの継続開催を望む。  

・今までにない濃い内容で多くの気づきがあった。金沢延伸開業までに、また開催されると、

双方にとって刺激にもなり、意識の共有になると思った。  

・パワポが見づらかった。全体的に非常に興味深く、面白かった。 

 

 

 

 

 

 




